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　いよいよ運動会シーズンがやってきました。萩市立明倫小
学校の秋季大運動会には、毎年最後を飾る「百万一心」と名
づけられた競技があります。これは大きな玉を児童全員が一
丸となって、決められた位置に運ぶことを競うものです。
　「百万一心」とは、かの毛利元就が城を建てる際、人柱の
代わりに埋めた石に刻まれた言葉です。「百」は字をくずせ
ば「一日」、「万」は「一力」と読むことができ、「家臣・領
民が協力一致して大事に当たればできないことはない」とい
う意味を持ち、毛利家で代々伝えられてきました。
　この言葉どおり、明倫小学校の児童は心を一つにして一所
懸命大きな玉を運びます。
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（２）

今秋、萩は明治維新で盛り上がります！

岩国藩鉄砲隊

　

秋
の
イ
ベ
ン
ト
も
楽
し
み
で

す
が
、
来
年
の
春
も
楽
し
み
な
イ

ベ
ン
ト
は
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　
ま
だ
ま
だ
、
先
の
イ
ベ
ン
ト
の

た
め
、
詳
し
い
内
容
は
決
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
今
か
ら
こ
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
参
考
に
し
て
、
萩
へ

の
帰
省
を
計
画
さ
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
’99
年
の
イ
ベ
ン
ト
・
行
事

◯
萩
観
光
シ
ー
ズ
ン
開
き
（
２
月

中
旬
＝
萩
城
跡
指
月
公
園
）

◯
萩
・
椿
ま
つ
り
（
２
月
下
旬
〜

３
月
下
旬
＝
笠
山
椿
群
生
林
）

◯
梅
ま
つ
り
（
３
月
上
旬
＝
萩
往

還
梅
林
園
）

◯
し
ろ
魚
ま
つ
り
（
３
月
中
旬
＝

Ｊ
Ｒ
東
萩
駅
前
）

◯
菜
の
花
ま
つ
り
（
３
月
下
旬
＝

萩
有
料
道
路
沿
線
）

◯
桜
ま
つ
り
（
４
月
上
旬
＝
萩
城

跡
指
月
公
園
）

※
詳
細
は
、
イ
ベ
ン
ト
内
容
等
が

確
定
し
次
第
、
順
次
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
紹
介
し
ま
す
。

前回の萩・椿まつり

1999 年春のイベントスケジュール

◆◆◆萩時代まつり◆◆◆

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
維
新
劇

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｉ
Ｎ　

　
〜
若
き
志
士
た
ち
〜

　
今
年
は
明
治
維
新
１
３
０
年
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、

今
年
の
萩
時
代
ま
つ
り
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、幕
末・

維
新
を
テ
ー
マ
に
し
た
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
が
上
演
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
は
松
陰
や
晋
作
、
玄
瑞
を

中
心
に
松
下
村
塾
に
集つ
ど

っ
た
、
若

き
志
士
た
ち
の
青
春
群
像
を
描
い

た
も
の
で
す
。

　
出
演
者
や
ス
タ
ッ
フ
は
、
市
民

か
ら
募
集
し
、
現
在
本
番
に
向
け

て
練
習
に
も
熱
が
入
っ
て
い
ま

す
。

　
維
新
の
原
動
力
と
な
っ
た
志
士

た
ち
の
活
躍
を
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

と　
き　
11
月
14
日
（
土
）
午
後

７
時
〜　

※
11
月
21
日
（
土
）、22
日
（
日
）、

23
日
（
月
）
に
も
上
演
予
定

と
こ
ろ　
ス
カ
イ
シ
ネ
マ

■
■
同
時
開
催
■
■

■
萩
広
域
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

と　

き　

11
月
14
日
（
土
）・
15

日
（
日
）

と
こ
ろ　

萩
市
役
所
前
庭
駐
車

場
、
萩
市
民
館
ほ
か

内　

容　

各
市
町
村
の
特
産
品

の
展
示
即
売
会
、
イ
ベ
ン
ト
及

び
芸
能
発
表
会
、
福
引
抽
選
会

ほ
か

■
萩
・
国
際
友
好
物
産
フ
ェ
ア

と　

き　

11
月
14
日
（
土
）・
15

日
（
日
）

と
こ
ろ　
萩
市
民
体
育
館

内　

容　

世
界
各
国
の
物
産
の

紹
介
・
販
売
ほ
か

※
日
程
、
会
場
等
に
つ
い
て
は

変
更
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

昨年の時代パレード

　今年も恒例の「萩時代まつり」が、11 月 14 日・15 日に開催されます。これは、享保
５年（１７２０年）に始まった伝統の「萩の大名行列」をメインに、さらに今年は、明
治維新から１３０年ということで、萩の生んだ吉田松陰や高杉晋作の熱い思いを描く「維
新劇」を上演して、時代まつりを盛り上げます。
　記念の年にふさわしい「萩時代まつり」を、ぜひご覧ください。当日は、「萩広域ふる
さとまつり」などのイベントもあり、萩はまつり一色で盛り上がります。

■
萩
時
代
ま
つ
り

と　
き　
11
月
14
日
（
土
）・
15

日
（
日
）

主
会
場　

萩
・
旧
街
道
、
ス
カ

イ
シ
ネ
マ
ほ
か

内　
容

■
萩
時
代
パ
レ
ー
ド

と　

き　

11
月
15
日
（
日
）
午

後
１
時
〜
３
時

順　

路　

御
許
町
〜
橋
本
町
〜

椿
町
〜
萩
市
民
体
育
館

編　
成

◯
萩
大
名
行
列

　
・
平
安
古
備
組

　
・
古
萩
町
大
名
行
列

　

約
２
６
０
年
の
伝
統
を
持
つ

平
安
古
備
組
と
３
年
前
に
復
活

し
た
古
萩
町
大
名
行
列
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
か
ら
市
内
を
練

り
歩
き
、
一
大
絵
巻
を
展
開
し

ま
す
。

◯
奇
兵
隊

◯
唐
樋
町
御
神
幣

◯
川
島
聖
講

◯
岩
国
藩
鉄
砲
隊

◯
萩
の
生
ん
だ
若
き
志
士
た
ち

（
吉
田
松
陰
、
高
杉
晋
作
、
久
坂

玄
瑞
ほ
か
）

◯
県
警
音
楽
隊
、
小
学
校
バ
ト

ン
ト
ワ
ラ
ー
ズ
ほ
か

□
こ
の
ほ
か
、
踊
り
車
（
椿
町

上
組
、下
組
）、お
あ
じ
ろ
（
牛
車
）

■
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
維
新
劇
「
Ｓ
Ｈ

Ｏ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
〜
若
き
志
士
た
ち
〜
」

※
下
記
の
と
お
り

■
特
別
展
示
「
日
本
の
鉄
道
の

父　
井
上
勝
」

　

井
上
勝
に
関
す
る
資
料
や
写

真
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

と　

き　

10
月
14
日
（
水
）
〜

11
月
15
日
（
日
）

と
こ
ろ　

萩
市
自
然
と
歴
史
の

展
示
館
（
旧
萩
駅
舎
）

問
い
合
わ
せ　

萩
時
代
ま
つ
り

に
つ
い
て
は
、
萩
市
観
光
課

（
０
８
３
８・
２
５・
３
１
３
１
）

へ

井上勝銅像模型



（３）

　
前
回
の
「
は
ぎ
・
な
ん
で
も
日
本

一
」
で
紹
介
し
た
笠
山
の
北
方
に
、

虎と
ら
が
さ
き

ケ
崎
と
よ
ば
れ
る
岬
が
あ
り
ま

す
。こ
の
面
積
約10ha

の
地
域
に
、

約
２
万
５
千
本
も
の
椿
が
群
生
し
て

い
ま
す
。
毎
年
12
月
中
旬
か
ら
４
月

中
旬
ま
で
、
椿
は
深
紅
の
花
を
咲
か

せ
、
群
生
林
は
多
く
の
観
光
客
で
賑

わ
い
ま
す
。

　
こ
の
椿
群
生
林
は
我
が
国
を
代
表

す
る
椿
林
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
、
面
積
当
た
り
の
椿
の
充
実
度
は
、

他
で
は
類
を
見
な
い
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
以
前
は
原
生
林
で
し
た
が
、

人
の
手
が
入
っ
た
こ
と
で
椿
が
群
生

す
る
「
群
生
林
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

●
群
生
林
の
歴
史
・
・
・

　
江
戸
時
代
、
笠
山
は
萩
城
か
ら
鬼

門
の
方
向
に
当
た
る
た
め
「
お
止
め

山
」
と
な
っ
て
お
り
、
山
全
体
が
原

生
林
で
あ
り
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
が
自
生

し
て
い
ま
し
た
。
山
に
は
藩
主
の
命

令
で
「
鬼
門
の
災
難
が
去サ
ルる

」
と
い

う
こ
と
で
多
く
の
猿
を
放
し
飼
い
に

し
て
い
た
そ
う
で
す
。
現
在
、
猿
は

い
ま
せ
ん
が
、
猿
の
骨
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

明
治
に
な
り
、「
お
止
め
山
」
は

解
か
れ
、
２
６
０
年
間
守
ら
れ
て
き

た
、
う
っ
そ
う
と
し
た
森
は
開
墾
さ

HAGI・Anything is best in Japan

な
ん
で
も◯

次
回
の
「
は
ぎ
・
な
ん
で
も
日

本
一
」
で
は
、
萩
に
関
係
す
る
総

理
大
臣
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ぎ

日
本
一
！

れ
、
多
く
の
原
生
林
が
畑
地
と
な
り
、

ま
た
牛
の
放
牧
も
始
ま
り
原
生
林
の
面

積
は
だ
ん
だ
ん
狭
く
な
り
ま
し
た
。
利

用
さ
れ
ず
最
後
ま
で
残
っ
た
の
が
、
現

在
の
群
生
林
の
区
域
で
す
。

●
現
在
の
群
生
林
は
・
・
・

　
第
２
次
世
界
大
戦
後
、
燃
料
と
し
て

椿
の
木
を
伐
採
し
た
た
め
、
原
生
林
は

消
失
の
危
機
と
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、

椿
の
木
は
枯
れ
ず
に
切
り
株
か
ら
新
た

に
芽
を
出
し
、
成
長
し
て
現
在
の
椿
の

群
生
林
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

群
生
林
の
ほ
と
ん
ど
の
椿
は
根
元
か
ら

枝
別
れ
を
し
た
「
椿
立
ち
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

自
然
の
宝
庫
で
あ
る
笠
山
の
中
で

も
、
こ
の
椿
群
生
林
は
、
萩
の
「
宝
」

の
一
つ
と
い
え
ま
す
。
シ
ー
ズ
ン
中
、

一
度
赤
い
椿
の
花
の
じ
ゅ
う
た
ん
の
上

を
散
策
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

椿群生林内の散策道

第
２
回　

椿
の
宝
庫
「
椿
群
生
林
」

は

明治維新 130 年・・・

◆◆◆明治維新 130 年記念事業◆◆◆

　

明
治
維
新
１
３
０
年
を
記
念

し
て
、
今
秋
、
記
念
式
典
を
開

催
し
ま
す
。
当
日
は
、
記
念
講

演
会
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

※
記
念
式
典
の
日
時
、
会
場
や

講
師
等
に
つ
い
て
は
検
討
中
で

す
。

問
い
合
わ
せ　

萩
市
企
画
課

（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
１
）

維新胎動の地　松下村塾と吉田松陰

能楽ポスターから

　明治維新１３０年を記念して、萩では様々な記念事業が行われています。８月に
は維新ゆかりの地である、会津若松市、鹿児島市と萩市の３市の高校生による剣道
大会（今号Ｐ 10 参照）も開催され、萩のまちは明治維新で盛り上がっています。
　秋にも記念式典を始め、記念事業や関連行事が行われます。
明治維新発祥の地、萩で志士たちの息吹を感じてみてはいかがでしょうか。
　今秋、萩は明治維新が熱い！

時
代
か
ら
能
役
者
を
召
し
抱
え
、

城
内
に
も
大
小
２
つ
の
能
舞
台

が
あ
り
、
機
会
あ
る
ご
と
に
能

が
演
じ
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
明

治
維
新
１
３
０
年
の
今
年
、
萩

の
地
で
「
能
楽
」
が
公
演
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

と　

き　

10
月
23
日
（
金
）
午

後
６
時
30
分
開
演

と
こ
ろ　
萩
市
民
館
大
ホ
ー
ル

内　
容

　

能　
　

喜
多
流
「
通
小
町
」

狂　
言 　
大
蔵
流
「
千
鳥
」

入
場
料　

Ｓ
Ｓ
席
３
３
０
０
円

（
指
定
席
）、
Ｓ
席
３
０
０
０
円
、

Ａ
席
２
０
０
０
円
（
自
由
席
）、

Ｂ
席　
１
６
０
０
円
（
自
由
席
・

高
校
生
以
下
）

前
売
券
発
売　

市
役
所
案
内
、

萩
市
教
育
委
員
会

問

い

合

わ

せ　

萩

市

教
育
委
員
会
文
化
課

（
０
８
３
８・２
５・３
１
３
１
）
へ

■
明
治
維
新
１
３
０
年

　
　
　
　
　
記
念
式
典

■
特
別
展

　
「
明
治
維
新
と
萩
」

■
文
化
庁
移
動
芸
術
祭

巡
回
公
演
「
能
楽
公
演
」

　

文
化
庁
移
動
芸
術
祭
は
、
優

れ
た
伝
統
芸
能
や
現
代
舞
台
芸

術
を
多
く
の
方
々
に
鑑
賞
し
て

も
ら
う
た
め
に
開
催
す
る
も
の

で
す
。

　

萩
藩
で
は
２
代
藩
主
綱
広
の

■
維
新
碑
文
集
の
発
行

　

明
治
維
新
１
３
０
年
を
記
念

し
て
、
萩
市
内
に
あ
る
維
新
関
係

の
石
碑
の
碑
文
を
拓
本
に
と
り
、

解
説
を
つ
け
た
冊
子
を
発
行
し

ま
す
。
※
価
格
等
は
未
定
で
す
。

　
萩
藩
の
幕
末
藩
政
改
革
か
ら

戊
辰
戦
争
ま
で
を
、
郷
土
博
物

館
所
蔵
の
資
料
を
展
示
し
て
、

当
時
の
様
子
を
概
観
し
ま
す
。

と　

き　

10
月
20
日
（
火
）

〜
11
月
１
日
（
日
）
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　

萩
市
民
館
小
ホ
ー

ル主
な
展
示　
維
新
志
士
寄
せ
書

き
火
鉢
、
幕
末
人
物
遺
墨
ほ
か

問
い
合
わ
せ　
萩
市
郷
土
博
物

館（０
８
３
８・
２
５・
６
４
４
７
）

へ



え い え い と 軍 資 金 た く わ え る
1 0 0 年 前 か ら 蓄 蔵 シ ス テ ム

（４）

維新の長州　〜主役の背景〜

天保の改革で拡大強化された長州藩越
荷方の役所跡碑（下関市南部町）

幕末の伊藤博文（右）と高杉晋作
（「伊藤公実録」より）

　日露戦争の前、強国ロシアとの戦いに慎重だった伊藤博文は、開戦
をせまる各界代表と称する来訪客に言ったという。「私がいまほしい
のは諸君らの名論卓説ではない。大砲と金に相談しているのだ」（司
馬遼太郎「坂の上の雲」）。戦争は軍資金がなければ出来ないのである。
長州藩が明治維新の長い革命戦争に勝利できたのも、つまるところ、
えいえいと蓄えた豊富な軍資金があったからだ。財政難に悩みつづけ
た長州藩が、どうして莫大な戦費を貯蔵できたのだろうか。

　

金
に
糸
目
を
つ
け
ず

　
　
　

新
式
の
鉄
砲
・
艦
船
を
購
入

　

金
は
ど
こ
か
ら
出
た
か

　

撫ぶ
い
く
が
た

育
方
を
つ
く
っ
た

　
　
　
　

中
興
の
英
主
・
毛
利
重し
げ
た
か就

　

越こ
し
に
が
た

荷
方
で
金
も
う
け
に
徹
す

に
よ
く
持
ち
こ
た
え
た
と
不
思
議
で
な
ら
な
い
」

と
も
ら
し
た
と
い
う
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
っ

た
。

　
だ
が
、
手
品
の
タ
ネ
が
撫ぶ
い
く
が
た

育
方
と
よ
ば
れ
た
長

州
藩
独
特
の
シ
ス
テ
ム
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
本

来
の
藩
経
済
と
は
独
立
し
た
別
途
の
会
計
で
事
業

し
、
資
金
の
運
用
と
蓄
積
を
図
る
制
度
で
あ
る
。

軍
費
も
国
事
の
た
め
の
交
際
費
も
ほ
と
ん
ど
は
、

こ
の
撫
育
方
が
か
せ
ぎ
蓄
え
た
撫
育
金
か
ら
出
て

い
た
の
で
あ
る
。

　
黒
船
騒
動
の
相
州
警
備
に
始
ま
り
戊
辰
戦
争
ま
で

の
15
年
間
、
た
え
ず
動
き
、
備
え
、
戦
い
続
け
た
長

　

江
戸
時
代
も
折
り
返
し
点
を
す
ぎ
た
宝
暦
13
年

（
１
７
６
３
）、
こ
の
撫
育
局
を
創
設
し
た
の
が
７
代

藩
主
の
重
就
。
彼
を
改
革
に
駆
り
立
て
た
の
は
、
深

刻
な
藩
財
政
の
逼
迫
だ
っ
た
。
重
就
が
長
府
藩
か
ら

養
子
で
萩
藩
主
に
な
っ
た
と
き
、
負
債
は
銀
３
万
貫

（
西
日
本
は
銀
遣
い
の
経
済
だ
っ
た
。
金
で
50
万
両
）。

倹
約
は
36
万
石
の
藩
の
規
模
を
10
万
石
な
い
し
15
万

石
並
に
切
り
詰
め
る
ま
で
し
た
。
そ
れ
で
も
負
債
は

増
え
続
け
、
藩
初
以
来
「
軍
用
そ
の
ほ
か
国
家
危
急

の
大
事
」
に
備
え
蓄
え
て
き
た
宝
蔵
金
が
底
を
つ
く

あ
り
様
だ
っ
た
。

  
も
は
や
倹
約
や
増
税
な
ど
尋
常
の
手
段
で
対
応
で

き
る
事
態
で
は
な
い
。
重
就
は
長
州
藩
と
し
て
75
年

ぶ
り
の
検
地
を
行
い
、
新
た
に
４
万
石
余
の
課
税

地
を
得
、
以
後
こ
こ
か
ら
あ
が
る
税
収
を
財
源
に
別

途
会
計
で
大
胆
に
事
業
を
展
開
し
た
。
制
度
の
目
的

は
、
撫
育
｜
臣
民
を
い
つ
く
し
み
育
て
る
｜
の
名
は

あ
る
が
、
第
一
義
的
に
は
非
常
用
金
の
貯
蔵
だ
っ
た
。

だ
か
ら
、
宝
蔵
金
の
所
管
も
こ
の
時
か
ら
撫
育
方
に

移
っ
て
い
る
。

　
日
露
戦
争
か
ら
ざ
っ
と
40
年
さ
か
の
ぼ
る
慶
応
元

年
若
き
日
の
伊
藤
博
文
は
対
幕
戦
に
備
え
長
崎
で
武

器
買
い
入
れ
に
奔
走
し
て
い
た
。
僚
友
・
井
上
馨
と

と
も
に
変
名
を
つ
か
っ
て
薩
摩
藩
士
と
な
り
、
薩
藩

名
義
で
外
国
商
人
か
ら
買
う
の
だ
が
、
二
人
の
買
い

物
ぶ
り
は
そ
ん
な
こ
と
に
頓
着
せ
ず
、豪
快
だ
っ
た
。 

　
「
一
、
ミ
ネ
ー
ゲ
ベ
ー
ル
短
筒　

四
千
三
百
挺　

七
万
七
千
四
百
両　

一
、
ゲ
ベ
ー
ル　

三
千
挺　

一
万
五
千
両　
合
計
九
万
二
千
四
百
両
」「（
蒸
気
船

購
入
の
伺
い
）
お
よ
そ
代
金
七
万
ド
ル
ぐ
ら
い
と
申

し
て
き
て
い
る
。
金
子
に
し
て
三
万
九
千
両
ぐ
ら
い
」

　
二
人
が
藩
政
府
幹
部
へ
出
し
た
手
紙
に
は
、
目
を

む
く
よ
う
な
金
額
が
ポ
ン
ポ
ン
出
て
く
る
。
幕
末
、

長
州
藩
の
経
常
歳
入
が
６
万
余
両
で
あ
っ
た
こ
と
を

思
え
ば
こ
れ
ら
の
金
額
が
藩
に
と
っ
て
軽
い
は
ず
は

な
い
。
さ
す
が
に
伊
藤
ら
も
「
私
た
ち
も
な
る
た
け

は
心
配
し
て
安
く
求
め
て
い
ま
す
か
ら
、
ご
安
心
く

だ
さ
い
」
と
書
き
添
え
て
い
る
。

　
翌
年
に
は
今
度
は
高
杉
晋
作
が
長
崎
で
軍
艦
１
隻

を
お
よ
そ
４
万
両
で
購
入
。
と
も
か
く
長
州
藩
は
こ

の
前
後
、
金
を
惜
し
ま
ず
次
々
と
西
洋
兵
器
を
買
い

入
れ
、
砲
台
を
築
き
、
藩
主
父
子
や
兵
士
を
移
動
さ

せ
た
。

←

←

←

←

←

　

撫
育
方
が
取
り
組
ん
だ
事
業
の
中
心
は
、
新
田
・

塩
田
の
大
規
模
開
発
、
下
関
伊
崎
・
中
関
・
室
積

３
港
の
築
港
と
そ
こ
で
の
藩
営
の
金
融
・
倉
庫
業

だ
っ
た
。
な
か
で
も
当
時
赤
間
関
と
よ
ば
れ
た
下
関

は
、
西
廻
り
海
運
の
発
展
で
全
国
的
な
商
品
流
通
の

一
大
拠
点
に
な
り
伊
崎
新
地
の
越
荷
方
は
順
調
に
利

潤
を
あ
げ
て
い
っ
た
。
こ
の
機
運
に
乗
り
天
保
11
年

（
１
８
４
０
）、
村
田
清
風
は
越
荷
方
を
拡
大
強
化
し
、

場
所
も
下
関
中
心
部
の
南な
べ部

町
に
移
し
た
。

　
さ
ら
に
、
博
文
ら
が
武
器
購
入
に
汗
を
な
が
し
て

い
た
慶
応
元
年
、
越
荷
方
の
権
限
を
広
げ
、
金
融
・

倉
庫
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
営
利
を
専
ら
と
し
た
藩
外

通
商
ま
で
担
当
さ
せ
て
い
る
。
越
荷
方
は
も
ち
ろ
ん

撫
育
局
に
属
し
た
。
い
わ
ば
、
撫
育
局
は
商
品
経
済

に
首
ま
で
つ

か
り
、
金
も
う
け
に
励
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
あ
の
経
済
音
痴
の
よ
う
に
見
え
る
吉
田
松
陰
で
さ

え
「
航
海
通
市
は
雄
略
の
資
」
と
認
識
し
て
い
た
。



萩
の
思
い
出

（５）

　
萩
で
過
ご
し
た
の
は
高
校
時
代
３
年

間
の
下
宿
生
活
だ
け
な
の
だ
が
、
故
里

と
い
う
思
い
が
強
い
。
級
友
が
自
分
の

家
の
畑
だ
と
い
う
の
で
夏
み
か
ん
を
も

い
で
カ
バ
ン
に
入
れ
た
の
は
よ
い
が
、

繁
華
な
町
な
か
で
口
が
開
き
ば
ら
ま
い

て
し
ま
っ
た
り
、
近
道
だ
か
ら
と
鉄
橋

を
歩
い
て
渡
っ
て
い
て
、
向
い
側
か
ら

来
た
汽
車
に
肝
を
冷
し
た
。
橋
ゲ
タ
に

飛
び
降
り
て
事
な
き
を
得
た
の
だ
っ
た

が
、
大
旨
は
町
中
を
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク

を
持
っ
て
歩
き
回
っ
て
い
た
と
い
う
印

象
で
あ
る
。
町
中
が
み
か
ん
の
香
り
で

包
ま
れ
る
初
夏
。
そ
の
頃
の
思
い
切
り

す
っ
ぱ
か
っ
た
夏
み
か
ん
の
味
が
懐
し

い
。
松
林
桂
月
の
実
と
花
が
同
時
に
つ

い
て
い
る
時
季
の
夏
み
か
ん
の
日
本
画

を
み
た
記
憶
も
生
々
し
い
。

こ
と
が
、
こ
の
師
に
出
逢
う
こ
と
に

よ
っ
て
本
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
仕

事
の
合
間
に
個
展
活
動
を
続
け
て
い
る

中
、
こ
の
道
の
表
現
の
可
能
性
に
生
涯

を
か
け
て
み
よ
う
と
い
う
気
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。「
す
み
え
」と
か「
水
墨
画
」

と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
は
中
国
か
ら
伝

え
ら
れ
た
花
鳥
風
月
や
山
水
の
イ
メ
ー

ジ
が
今
だ
に
強
い
。
古
臭
い
と
の
印
象

は
免
れ
な
い
。
ま
ず
、
そ
の
一
般
的
な

認
識
を
改
め
て
も
ら
え
る
よ
う
な
作
品

を
創
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
願
っ
て

い
る
。
そ
ん
な
現
代
感
覚
の
水
墨
画
を

模
索
し
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
あ
る

が
、
線
の
質
と
か
筆
勢
と
い
う
も
の
を

あ
ま
り
重
要
視
し
て
い
な
い
人
が
多

い
。
絵
の
具
を
単
に
墨
と
い
う
材
料
に

取
り
替
え
た
だ
け
で
水
墨
画
だ
と
思
っ

て
い
る
人
も
多
い
。
書
を
追
究
す
る
の

と
同
じ
よ
う
な
線
質
を
必
要
と
す
る
水

墨
画
で
あ
り
、
伝
統
に
根
ざ
し
た
上
で

の
現
代
感
覚
の
墨
画
を
追
い
求
め
て
い

る
。
何
年
も
前
か
ら
絵
の
具
は
一
切
用

い
な
い
、
墨
だ
け
で
描
く
と
い
う
制
約

を
自
ら
に
課
し
、
あ
く
迄
も
筆
を
用
い

紙
に
描
く
こ
と
を
大
事
に
す
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
る
。
筆
技
が
こ
れ
程
問
わ

れ
る
絵
画
形
態
も
な
い
だ
ろ
う
。
な
ら

ば
、
尚
更
に
そ
の
筆
技
だ
け
を
重
視
す

る
者
が
い
て
も
い
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う

い
う
風
に
か
た
く
な
に
描
き
続
け
て
い

る
。

１
９
７
５
年
内
山
雨
海
に
師
事
。
77
年

か
ら
95
年
ま
で
、墨
の
芸
術
展
に
参
加
、

入
選
18
回
、
受
賞
４
回
。
１
９
９
７
年

現
水
展
に
お
い
て
東
京
都
議
会
議
長
賞

を
受
賞
。
代
表
作
と
し
て
河
口
湖
美
術

館
所
蔵
の
「
富
士
」
が
あ
る
。

　
こ
の
度
、
萩
の
人
に
ぜ
ひ
見
て
頂
き

た
い
と
い
う
こ
と
で
、
萩
の
思
い
出
の

一
つ
で
あ
る
土
塀
と
夏
み
か
ん
の
風
景

を
描
い
た
水
墨
画
、「
土
塀
」（
Ｍ
50
号
）

を
萩
市
に
寄
贈
。（
写
真
）

　ズーム
　 アップ  

撫育方を創設した７代藩主
毛利重就。撫育金の他への
流用を厳しくいましめた

　
今
回
は
、
東
京
都
日
野
市
在
住
の
墨
画
家
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
る
森
川
翠
水
さ
ん
に
「
萩
の
思
い
出
」
や
「
萩
へ
の
期
待
」

な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

墨
画
家

森も
り
か
わ

川

翠す
い
す
い

水

氏

  

土
塀
に
夏
み
か
ん
の
ぶ
ら
下
っ
て
い

る
画
を
描
い
た
関
係
で
、
こ
の
度
久
し

ぶ
り
に
萩
を
お
と
ず
れ
、
い
ろ
い
ろ
と

土
塀
を
み
て
歩
い
た
。
新
し
く
き
れ
い

に
造
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
よ
り
も
、
古

く
白
壁
が
は
げ
落
ち
て
中
の
瓦
や
石
が

ま
る
見
え
に
な
っ
た
所
に
、
そ
こ
は
か

な
い
魅
力
を
覚
え
る
。
造
り
直
す
時
に

そ
う
い
っ
た
も
の
を
大
切
に
す
る
人
も

居
ら
れ
る
と
か
で
あ
る
が
崩
れ
か
か
っ

た
古
い
ま
ま
の
姿
を
出
来
る
だ
け
そ
の

ま
ま
に
残
し
て
も
ら
え
た
ら
と
つ
く
づ

く
思
う
。
土
の
中
に
入
れ
て
あ
る
瓦
の

入
れ
方
と
い
う
か
、
積
み
上
げ
方
と
い

う
か
、
実
に
千
差
万
別
で
面
白
い
。
当

然
、
個
人
々
々
の
持
ち
物
で
、
そ
の
家

そ
の
家
の
事
情
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
外

か
ら
見
る
者
に
と
っ
て
は
、
や
は
り
、

今
の
ま
ま
の
物
の
保
存
に
力
を
入
れ
て

欲
し
い
と
願
わ
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
。

　

１
９
６
３
年
萩
高
等
学
校
卒
業
。

（
萩
高
15
期
卒
）

州
藩
の
全
戦
費
・
経
費
が
ど
れ
ほ
ど
に
の
ぼ
っ
た
か
。

こ
れ
が
実
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
だ
が
、
当
然
、
数

百
万
両
と
い
う
数
字
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ど
こ
に
そ
ん

な
金
が
あ
っ
た
の
か
。
後
年
、
戦
費
調
達
に
苦
し
ん

だ
幕
府
の
幹
部
だ
っ
た
人
物
が
「
長
州
藩
が
財
政
的

藩
主
重
就
は
中
関
港
を
諸
国
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
の
に
自
ら

宣
伝
コ
ピ
ー
ま
で
作
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
金
銭
・
金

も
う
け
を
い
や
し
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
で

な
け
れ
ば
軍
資
金
は
た
ま
ら
ず
、
維
新
の
長
州
な
ど

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。  

←

（毛利報公会蔵）

現
在
は

　
何
が
や
り
た
い
と
い
う
目
標
が
こ
れ

と
言
っ
て
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
段

ボ
ー
ル
の
工
員
を
や
り
、
身
障
者
の
介

護
の
仕
事
を
す
る
中
に
、墨
画
の
大
家
、

内
山
雨
海
の
門
に
入
る
。
幼
な
か
っ
た

頃
、
何
に
な
る
か
と
聞
か
れ
、
苦
し
ま

ぎ
れ
に
、
画
家
に
な
る
と
言
っ
て
い
た

萩
へ
の
期
待

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

土塀（Ｍ 50 号）



（６）

完成予想図（外観）

萩・椿地区が変わっています！
　
椿
地
区
の
萩
有
料
道
路
入
口
付
近
の
道
路
沿
い
に
、
現

在
大
型
建
設
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
10
月

下
旬
、
こ
こ
に
複
合
ス
ポ
ー
ツ
レ
ジ
ャ
ー
パ
ー
ク
「
ユ
ー

ズ
ボ
ウ
ル
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
「
ユ
ー
ズ
ボ
ウ
ル
」
は
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
を
中
心
と
し

た
、
総
合
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
と
な
っ
て
い
て
、

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
ビ
リ
ヤ
ー
ド
場
と
い
っ
た

ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
さ
ら
に
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
や
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

メ
イ
ン
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
は
34
レ
ー
ン
あ
り
、
中
に

は
シ
ニ
ア
専
用
の
軽
め
の
ボ
ー
ル
や
、
ガ
タ
ー
溝
の
な

い
レ
ー
ン
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
誰
も

が
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
楽
し
め
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
郊
外
施
設
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
大

型
駐
車
場
も
完
備
し
て
い
ま
す
。

　

レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
一
つ
と
し
て
、
家
族
や
友
達

と
一
緒
に
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
み
る
の
も
い
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
平
成
12
年
に
は
橋
本
川
沿
い
に
新
市
立
病
院
も

開
院
す
る
な
ど
、
萩
の
椿
地
区
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い

ま
す
。

歴
史
の
町
か
ら
未
来
へ
発
信　

萩
国
際
大
学

　
８
月
28
日
に
萩
国
際
大
学
説
明
・
見
学
会

が
萩
女
子
短
期
大
学
及
び
萩
国
際
大
学
建
設

地
で
行
わ
れ
、
萩
市
内
及
び
近
郊
の
高
校
生

な
ど
約
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
進

学
希
望
の
高
校
生
に
地
元
に
で
き
る
萩
国
際

大
学
の
概
要
や
入
試
制
度
に
つ
い
て
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
始
め
に
萩
学
園
の
大
学
関
係
者
に
よ
る
大

学
の
概
要
説
明
と
、
推
薦
入
試
や
一
般
入
試

の
日
程
や
入
試
科
目
、
学
費
や
寮
に
つ
い
て

な
ど
の
具
体
的
な
説
明
が
萩
女
子
短
期
大
学

で
行
わ
れ
、
参
加
者
も
メ
モ
を
取
る
な
ど
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
説
明
が
終
わ
る
と
実
際
に
大
学
の
建
設
地

に
移
動
し
、
参
加
者
は
建
設
中
の
校
舎
等
の

施
設
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
校

舎
は
周
囲
の
自
然
と
調
和
す
る
よ
う
に
ゆ
と

り
を
も
っ
て
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
参
加
者

は
、
萩
国
際
大
学
の
美
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
が

イ
メ
ー
ジ
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

説明・見学会の様子

着々と進む校舎建設工事

・
・
・
市
内
の
開
学
に
向
け
た
動
き
も
活
発
に

　
萩
国
際
大
学
で
は
、
教
育
内
容
の
充
実
に

努
め
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
大
学
教
育
を
活

性
化
し
、
学
生
に
、
よ
り
実
務
的
な
能
力

を
高
め
て
も
ら
う
た
め
に
、
こ
の
度
、
民
間

有
力
企
業
の
協
力
を
得
て
「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
制
定
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

■
賛
同
企
業
（
五
十
音
順
）

宇
部
興
産
（
株
）　 （
株
）
カ
ナ
デ
ン　
（
株
）

西
京
銀
行　
三
親
電
材
（
株
）　
（
株
）
中
電

工　

東
芝
ラ
イ
テ
ッ
ク
（
株
）　

東
陶
機
器

（
株
）　
（
株
）東
洋
製
作
所　
ニ
ッ
タ
ン（
株
）

　
日
本
ビ
ク
タ
ー
（
株
）　
（
株
）
福
岡
銀
行

　
（
株
）福
岡
シ
テ
ィ
銀
行　
ホ
ー
チ
キ（
株
） 

　
三
菱
電
気（
株
）　
矢
崎
操
業（
株
）　
（
株
）

山
口
銀
行　
（
株
）
山
城
精
機
製
作
所
ほ
か

萩有料道路萩市側入口に、
　　ボウリング場がオープン !!

■
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
は
・
・
・

■
受
験
生
に
対
す
る
情
報
提
供

  

萩
国
際
大
学
で
は
、
受
験
等
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
を
、
次
の
窓
口
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　

受
験
を
控
え
た
子
弟
を
お
持
ち
の
皆
さ

ん
、
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
と
歴
史
の
残
る

萩
の
地
に
で
き
る
萩
国
際
大
学
に
入
学
さ
せ

て
み
ま
せ
ん
か
。

◯
萩
市
企
画
課
内
大
学
問
題
対
策
室

〒
７
５
８
｜
８
５
５
５　

萩
市
江
向

５
１
０

（
☎
０
８
３
８・
２
６・
８
２
０
６　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
３
８・２
６・０
８
５
０
）

◯
萩
学
園
萩
国
際
大
学
設
立
準
備
室

〒
７
５
８
｜
０
０
１
１　

萩
市
椿
東
美
萩

台（☎
０
８
３
８・
２
６・
２
９
５
５　

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
８
３
８・２
４・２
２
２
８
）

ホ
ー
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ペ
ー
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■
高
校
生
対
象
の
説
明
・
見
学

会
を
開
催
・
・
・

　
受
入
準
備
も
着
々
と
進
む
萩
国
際
大
学
。
こ
の
度
、
民
間
企
業
の
協
力
で
萩
国
際

大
学
を
応
援
す
る
た
め
の
、「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
が
制
定
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
萩
市
と
近
郊
の
高
校
生
を
対
象
に
、
萩
国
際
大
学
説
明
・
見
学
会
も
開

催
さ
れ
る
な
ど
、
実
際
に
受
験
や
来
春
の
開
学
に
向
け
た
動
き
も
出
て
き
ま
し
た
。

　
「
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
」

と
は
、
学
生

の
企
業
研
修

の
受
入
や
萩

国
際
大
学
へ

の
企
業
人
講

師
の
派
遣
、

各
種
情
報
の

提
供
な
ど
を

通
じ
て
、
萩

国
際
大
学
を

応
援
す
る
企

業
群
で
す
。  

こ
れ
ま
で
に

賛
同
を
得
た

企
業
は
、
次

の
と
お
り
で

す
。



■
ユ
ー
ズ
ボ
ウ
ル
施
設
紹
介

・
ボ
ウ
リ
ン
グ

・
バ
ー
チ
ャ
ル
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ

（
有
名
投
手
が
投
げ
る
ボ
ー
ル
で

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
）、
パ
ー
フ
ェ
ク

ト
ピ
ッ
チ
ン
グ
（
９
つ
の
的
を

狙
う
）

・
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
、
ビ
リ
ヤ
ー

ド
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

※
大
型
駐
車
場
完
備
。

（７）

東京にある伊藤公別邸

東
京
に
あ
る
伊
藤
博
文
別
邸
が

　
　
　
　
　
　
　

萩
市
に
移
築
決
定

　

三
見
の
市
地
区
か
ら
床
並
地
区

に
向
か
う
途
中
に
あ
る
、
三
見
川

に
架
か
る
「
三
見
橋
」
が
、
今
年

度
の
登
録
と
し
て
は
山
口
県
で
唯

一
の
登
録
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
元
で
は
、「
眼
鏡
橋
（
め
が

ね
ば
し
）」
と
呼
ば
れ
て
親
し
ま

れ
て
い
る
こ
の
橋
は
、
大
正
３

年
（
１
９
１
４
）
１
月
に
建
設
竣

工
し
ま
し
た
。
ア
ー
チ
の
径
間
が

16
・
４
ｍ
、
橋
の
長
さ
が
21
・
４

ｍ
、
三
見
川
水
面
か
ら
の
高
さ
が

約
13
ｍ
で
、
山
口
県
内
の
眼
鏡
橋

の
中
で
も
最
も
規
模
の
大
き
な
も

の
で
す
。
三
見
橋
は
、
周
囲
の
自

然
と
合
わ
せ
て
景
観
的
に
も
と
て

も
優
れ
て
お
り
、
ま
た
建
設
材
料

が
石
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
変
わ

る
過
渡
期
の
建
造
物
と
い
う
こ
と

で
、
石
造
橋
の
歴
史
を
知
る
上
で

新たに登録文化財となった「三見橋」

萩有料道路から工事現場を望む

 　
伊
藤
博
文
別
邸
は
、
現
在
は
東
京

都
品
川
区
大
井
に
あ
り
ま
す
。
伊
藤

博
文
が
明
治
39
年
、
長
年
の
功
績
を

認
め
ら
れ
下
賜
さ
れ
た
、
赤
坂
離
宮

内
の
建
物
に
併
せ
て
建
築
し
た
も
の

で
す
。
な
お
、
下
賜
さ
れ
た
建
物
は
、

そ
の
後
明
治
神
宮
に
寄
進
さ
れ
、
現

在
は
明
治
記
念
館
本
館
に
な
っ
て
い

ま
す
。
別
邸
は
広
大
な
規
模
を
持
ち
、

車
寄
せ
を
持
つ
玄
関
の
奥
に
、
向
か
っ

て
右
に
洋
館
、
左
に
和
風
館
を
配
置

し
、
奥
に
離
れ
座
敷
及
び
台
所
や
風
呂

等
が
あ
り
ま
す
。
伊
藤
博
文
最
晩
年
の

も
の
で
あ
り
、
暗
殺
さ
れ
た
ハ
ル
ピ

ン
に
も
こ
こ
か
ら
旅
立
っ
て
い
ま
す
。

　

伊
藤
博
文
の
死
後
は
、
子
息
の
博

雅
公
爵
が
続
い
て
住
ん
で
い
ま
し
た

が
、
そ
の
後
上
杉
家
に
譲
ら
れ
、
さ
ら

に
昭
和
19
年
か
ら
は
日
本
光
学
株
式

会
社
（
現
（
株
）
ニ
コ
ン
）
の
所
有

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ニ
コ
ン
で
は
、

社
員
の
保
養
施
設
と
し
て
使
用
し
て

い
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
著
し
く
な
っ

た
の
で
、
こ
の
度
撤
去
を
決
定
し
て

い
ま
し
た
。

　
こ
の
情
報
を
入
手
し
た
萩
市
で
は
、

現
地
で
の
保
存
を
ニ
コ
ン
に
要
望
し

ま
し
た
が
、
決
定
は
変
わ
ら
ず
、
貴

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
現
在
、「
三
見
橋
」
は
、
地
元
の

方
々
の
手
入
れ
が
行
き
届
い
て
、

大
変
良
好
な
状
態
で
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
。
付
近
に
は
復
元
さ
れ
た

赤
間
関
街
道
の
一
里
塚
も
あ
り
、

昔
な
が
ら
の
情
景
が
よ
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

■
登
録
文
化
財
と
は
・
・
・

　

平
成
８
年
度
に
導
入
さ
れ
た
制

度
で
、
文
化
財
指
定
さ
れ
て
い
な

い
近
代
の
未
指
定
文
化
財
を
手
厚

く
保
護
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
ま
す
。
県
内
で
最
初
に
登
録
文

化
財
に
登
録
さ
れ
た
の
は
、「
明
倫

小
学
校
本
館
」
と
「
萩
駅
舎
」
で

す
。
こ
れ
は
、全
国
で
も
最
初
（
同

時
に
１
１
９
件
）
の
も
の
で
す
。

三見橋が登録文化財に
　　　　　登録されました！

も
重
要
な
物
と
い
え

ま
す
。
二
度
と
造
る

こ
と
が
で
き
な
い
三

見
橋
が
、
永
く
保
存

さ
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
た
い
へ
ん
に
意

味
が
あ
る
こ
と
で
は

講演会の様子

　
８
月
21
日
、
萩
高
等
学
校
体
育
館

に
お
い
て
外
務
省
の
堀
江
良
一
氏
を

講
師
に
迎
え
、「
国
際
社
会
で
活
躍

す
る
に
は
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ご
自
身
の
体
験
談
を
交
え
た
興
味

深
い
話
に
、
集
ま
っ
た
多
く
の
生
徒

た
ち
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。
も
し
か
す
る
と
、
こ
の
中
か
ら

未
来
の
外
交
官
が
生
ま
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

■
講
師
略
歴

　
昭
和
30
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
54

年
、
外
務
省
入
省
。
国
際
連
合
日
本

政
府
代
表
部
、
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日

本
国
総
領
事
館
等
を
経
て
、
平
成
９

年
か
ら
外
務
大
臣
官
房
国
内
広
報
課

長
。

未
来
の
外
交
官
を
目
指
し
て

外
交
官
が
萩
高
で
講
演

　
東
京
都
品
川
区
に
あ
る
明
治
の
元
勲
の
一
人
で
あ
る
伊
藤
博
文

の
別
邸
の
一
部
が
、
こ
の
度
萩
市
へ
移
築
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま

し
た
。

　
維
新
の
ふ
る
さ
と
萩
の
魅
力
が
、
ま
た
一
つ
加
わ
り
ま
す
。

重
な
建
物
を
残
す
た
め
に
、
萩
市
へ

の
一
部
移
築
を
決
め
た
も
の
で
す
。

　

萩
市
に
移
築
さ
れ
る
の
は
、
玄
関
、

和
風
館
の
一
部
、
離
れ
座
敷
で
、
別

邸
の
主
要
部
分
と
言
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

  

な
お
、萩
市
で
の
移
築
場
所
で
す
が
、

椿
東
の
国
指
定
史
跡
「
伊
藤
博
文
旧

宅
」
の
周
辺
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
移

築
後
は
伊
藤
博
文
関
連
の
資
料
展
示

や
、
記
念
行
事
に
も
使
用
で
き
る
よ

う
な
方
法
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
10
年
度
は
解
体
と
萩
市
へ
の

材
料
の
運
搬
ま
で
で
、
平
成
11
年
度
に

再
築
を
実
施
し
ま
す
。
一
般
公
開
は

平
成
12
年
度
か
ら
に
な
る
予
定
で
す
。



（８）

私
の
お
店

　
第
７
回
の
「
九
州
指
月
会
」
が
７
月

12
日
午
前
11
時
30
分
か
ら
、
来
賓
、
会

員
あ
わ
せ
て
40
名
余
の
出
席
に
よ
り
、

福
岡
市
中
央
区
の
福
新
楼
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
田
会
長
の
挨
拶
で
会
が
始
ま
り
、

続
い
て
萩
か
ら
出
席
の
山
縣
同
窓
会

長
、
浜
田
校
長
、
野
村
萩
市
長
の
来
賓

挨
拶
の
あ
と
役
員
改
選
が
あ
り
、「
九

州
指
月
会
」
発
足
時
か
ら
ず
っ
と
会
長

を
つ
と
め
て
こ
ら
れ
た
、
山
田
会
長
の

後
任
に
秋
田
新
会
長
を
全
会
一
致
で
選

出
し
ま
し
た
。

  

こ
の
後
懇
親
会
に
移
り
、
各
テ
ー
ブ

ル
で
は
久
し
ぶ
り
の
再
開
で
、
積
も
る

話
に
花
が
咲
き
、
ま
た
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
で
は
発
表
さ
れ
る
数
字
に
一
喜
一
憂

す
る
な
ど
、
会
場
は
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

九
州
指
月
会

　
東
京
か
ら
主
人
の
郷
里
熊
本
に
来
た

の
が
丁
度
30
年
前
で
し
た
。
宮
本
武
蔵

を
祭
っ
て
あ
る
武
蔵
塚
公
園
の
中
に
一

軒
ポ
ツ
ン
と
あ
る
家
で
し
た
。
実
家
が

商
売
屋
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
（
萩

市
御
許
町
・
井
関
商
店
）、
す
ぐ
地
の

利
を
得
て
商
売
を
は
じ
め
る
こ
と
に

し
、
観
光
土
産
店
の
半
分
を
剣
豪
武
蔵

に
肖
あ
や
か

っ
て
豪
傑
う
ど
ん
の
店
と
す
る

こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
今
ま
で
の
常
識

を
破
っ
て
麺
を
太
く
、
長
く
打
ち
、
の

せ
る
具
は
も
ち
ろ
ん
萩
か
ら
直
送
の
紅

白
の
蒲
鉾
と
毎
朝
搗つ

く
杵き
ね
つ搗

き
の
四
角

い
力
餅
、
椎
茸
、
か
つ
を
等
で
す
。
文

武
両
道
に
優
れ
て
い
た
武
蔵
の
よ
う
に

ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
で
す
。

　
萩
の
母
が
子
供
の
頃
、
よ
く
石
の
上

ち
ょ
っ
と
寄
っ
て
は
い
か
が

豪
傑
う
ど
ん
の
店

武
蔵
茶
屋
・
武
蔵
塚
本
店

熊
本
市
竜
田
町
弓
削
１
２
４
０
武
蔵
塚
公
園
内

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ　
０
９
６・３
３
８・７
２
４
０
）

営
業
時
間　
10
：
00
〜
21
：
00

云
っ
て
い
た
言
葉
が
チ
ラ
ッ
と
頭
の
中
を

掠か
す

め
て
は
い
ま
し
た
が
、
１
年
も
経
た
ぬ

間
に
人
の
口
か
ら
口
へ
と
伝
わ
り
、
看
板

も
無
い
様
な
店
で
し
た
が
と
て
も
繁
盛
し

て
き
ま
し
た
。
開
店
し
て
12
年
目
に
は
国

道
57
号
線
を
阿
蘇
に
向
か
っ
て
ド
ラ
イ
ブ

イ
ン
を
兼
ね
た
店
が
５
店
舗
に
な
り
ま
し

た
。

　
店
は
和
風
で
、
萩
の
ポ
ス
タ
ー
が
よ
く

似
合
い
ま
す
。
お
客
様
か
ら
い
つ
も
尋
ね

ら
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
時
は
萩
出
身
を
誇

り
に
胸
を
張
り
、
萩
の
町
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
熊
本
へ
お
越
し
の
際
は
是

非
お
寄
り
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

◯
武
蔵
ケ
丘
団
地
店　
　

０
９
６・３
３
８・９
９
３
５
◯
57
号
線
菊

陽
店
０
９
６
２
３・
２・３
１
６
１
◯
阿
蘇

立
野
店　
０
９
６
７
６・８・０
５
０
６
◯

阿
蘇
店　
０
９
６
７
３・５・１
８
４
６

中
村
美
代
子
（
旧
姓
・
井
関
）
萩
高
女
36

期
・
萩
高
２
期
卒

武蔵茶屋・武蔵塚本店と中村さん

　
第
18
回
「
東
海
指
月
会
」
が
７
月
19

日
午
後
12
時
か
ら
来
賓
、
会
員
あ
わ
せ

て
35
名
の
出
席
に
よ
り
、
名
古
屋
市
中

村
区
の
都
ホ
テ
ル
で
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

芳
野
会
長
の
挨
拶
で
会
が
始
ま
り
、

続
い
て
萩
か
ら
出
席
の
浜
田
校
長
か
ら

萩
高
の
近
況
に
つ
い
て
報
告
。
野
村
萩

市
長
の
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
紹
介
、

次
に
吉
田
東
京
指
月
会
会
長
、
藤
野
た

ち
ば
な
会
中
京
支
部
副
会
長
の
来
賓
挨

拶
の
後
、
田
中
大
阪
指
月
会
副
会
長
の

乾
杯
の
発
声
に
よ
り
懇
親
会
が
に
ぎ
や

か
に
始
ま
り
ま
し
た
。
各
テ
ー
ブ
ル
で

は
萩
で
過
ご
し
た
青
春
時
代
の
思
い
出

話
や
、
有
志
寄
贈
に
よ
る
記
念
品
交

換
抽
選
会
な
ど
で
盛
り
上
が
り
、
あ
っ

と
言
う
間
に
閉
会
の
時
間
と
な
り
ま
し

た
。

　
最
後
に
出
席
者
全
員
で
萩
高
の
校
歌

を
斉
唱
し
て
、
盛
り
上
が
っ
た
雰
囲
気

の
ま
ま
出
席
者
全
員
で
２
次
会
へ
と
繰

り
出
し
ま
し
た
。

　

第
50
回
奈
古
高
校
校
友
会
総
会
が
、

８
月
９
日
午
後
１
時
か
ら
、
同
校
体

育
館
で
、
校
友
、
来
賓
あ
わ
せ
て
約

１
５
０
名
の
出
席
に
よ
り
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
平
成
９
年
度
の
事
業
報

告
、
決
算
報
告
、
平
成
10
年
度
の
事
業

計
画
が
説
明
さ
れ
、
次
に
校
友
会
の
名

称
を
、
校
訓
の
「
孝
」
と
校
歌
の
歌
い

だ
し
の
「
む
ら
さ
き
」  

に
ち
な
ん
で
、

「
孝
紫
会
」
と
し
た
い
と
松
浦
会
長
か

ら
提
案
が
あ
り
、
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。　

　
そ
の
後
懇
親
会
に
移
り
、
勇
壮
な
大

板
山
の
た
た
ら
太
鼓
の
演
奏
、
福
引
、

カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
ビ
ー
ル
の
早
飲
み
競

争
な
ど
多
彩
な
催
し
物
で
盛
り
上
が
っ

た
後
、
午
後
５
時
に
４
時
間
に
わ
た
る

校
友
会
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。    

奈
古
高
校
校
友
会
総
会

東
海
指
月
会

に
も
３
年
と

武蔵茶屋店舗位置図

熊
本
→

←
阿
蘇
別
府国道

57
号
線

武蔵塚本店

阿蘇店

武蔵ヶ丘
団地店

阿蘇
立野店

菊陽店熊本市内

何
年
た
っ
て
も
変
わ
ら
ぬ
笑
顔



同
窓
会
シ
ー
ズ
ン
真
っ
盛
り
！

（９）

　
７
月
11
日
、
第
21
回
か
ら
た
ち
会
広

島
支
部
定
例
総
会
が
広
島
市
南
区
的
場

町
・
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
で
、
会

員
約
50
人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
総
会
は
、
中
村
支
部
長
の
挨
拶
で
始

ま
り
、
続
い
て
来
賓
と
し
て
出
席
し
て

い
た
だ
い
た
池
田
萩
工
業
高
等
学
校
校

長
、
野
村
萩
市
長
、
吉
原
た
ち
ば
な
会

広
島
支
部
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
を
い

た
だ
い
た
後
、懇
親
会
に
入
り
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
あ
り
、
美

人
指
導
者
に
よ
る
ダ
ン
ス
タ
イ
ム
あ
り

と
、
会
場
は
大
変
な
盛
り
上
が
り
を
見

せ
ま
し
た
。
今
年
の
総
会
に
は
、
平
成

の
年
に
卒
業
し
た
若
い
人
も
６
人
が
出

席
す
る
な
ど
大
変
活
気
の
あ
る
同
窓
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
か
ら
た
ち
会
九
州
支
部
総
会
が
、
７

月
25
日
、
北
九
州
市
小
倉
北
区
の
リ
ー

ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
小
倉
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
雨
と
風
が
強
い
あ
い
に
く

の
天
候
に
も
関
わ
ら
ず
、
本
部
か
ら
児

玉
顧
問
や
荒
木
教
諭
ら
の
来
賓
の
出
席

の
元
、会
員
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
前
田
支
部
長
の
あ
い
さ
つ
で

始
ま
り
、
児
玉
本
部
顧
問
の
祝
辞
に
続

き
、
野
村
萩
市
長
の
お
祝
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
懇
親
会
で

は
、
久
し
ぶ
り
に
あ
っ
た
級
友
と
の
会

話
や
懐
か
し
い
ふ
る
さ
と
の
話
で
賑
わ

い
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

地
元
演
歌
歌
手
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
や

恒
例
の
マ
ム
シ
酒
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
も

行
わ
れ
、
会
場
は
大
変
な
盛
り
上
が
を

見
せ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
来
年
は
福
岡
ド
ー
ム
で
野

球
観
戦
し
な
が
ら
の
総
会
で
の
再
会
を

全
員
で
誓
い
合
い
散
会
と
な
り
ま
し

た
。

か
ら
た
ち
会
広
島
支
部
総
会

か
ら
た
ち
会
九
州
支
部
総
会

　
８
月
10
日
、
萩
光
塩
学
院
同
窓
会
が

午
後
６
時
30
分
か
ら
同
校
体
育
館
で
、

約
１
０
０
名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
総
会
で
は
、
２
０
０
１
年
に
同

窓
会
が
50
周
年
を
迎
え
、
名
簿
を
作
成

す
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
続
い
て
行
わ
れ
た
懇
親
会
で

は
、
各
テ
ー
ブ
ル
で
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況

や
思
い
出
話
に
花
が
咲
き
、
会
場
内
は

笑
い
声
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
フ
ラ
メ
ン
コ
ダ
ン
サ
ー
に
よ
る

踊
り
の
披
露
や
、
市
長
や
先
生
も
参
加

し
て
の
ラ
ム
ネ
早
飲
み
競
争
な
ど
が
行

わ
れ
、
大
き
な
拍
手
と
歓
声
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　
最
後
は
、
全
員
が
参
加
し
て
の
福
引

き
大
会
が
行
わ
れ
、
大
変
な
盛
り
上
が

り
を
見
せ
ま
し
た
。

萩
光
塩
学
院
同
窓
会

　
第
３
回
広
島
指
月
会
総
会
が
、
８
月

22
日
正
午
か
ら
広
島
市
内
の
リ
ー
ガ
ロ

イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
、
同
窓
生
、
来
賓
あ

わ
せ
て
約
50
名
が
出
席
し
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
最
初
に
小
松
会
長
が
「
こ
の
会
が
今

後
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る
こ
と
を
願

う
」
と
挨
拶
し
、
総
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
総
会
で
は
、
萩
中
、
萩
高
女
、
萩

高
の
校
歌
や
萩
中
開
校
記
念
歌
が
バ
ッ

ク
で
流
れ
る
中
、
広
島
県
内
は
も
と
よ

り
、
萩
、
大
阪
か
ら
出
席
の
来
賓
、
同

窓
生
が
、
萩
の
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
萩
の
特
産
品
を
景
品

に
し
た
福
引
の
抽
選
会
で
は
、
参
加
者

が
童
心
に
か
え
り
番
号
が
発
表
さ
れ
る

た
び
に
一
喜
一
憂
し
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
が
あ
っ
と
い
う
間
に
す
ぎ
て
い
き
ま

し
た
。

　
最
後
に
大
野
副
会
長
か
ら
「
広
島
指

月
会
創
設
３
周
年
と
な
る
、
来
年
の
総

会
は
今
年
よ
り
も
っ
と
盛
大
な
も
の
に

し
た
い
の
で
、
今
日
出
席
の
皆
さ
ん
が

友
人
、
知
人
を
誘
い
あ
っ
て
、
一
人
で

も
多
く
の
同
窓
生
が
出
席
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。」
と
締
め
く
く
り
、

午
後
３
時
に
総
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

広
島
指
月
会
総
会

　

８
月
８
日
、
萩
高
等
学
校
同
窓
会

八
八
会
が
午
後
７
時
か
ら
同
校
体
育
館

で
、
約
６
０
０
名
が
出
席
し
て
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
引
き
受
け

期
は
、
昭
和
59
年
卒
業
の
第
35
期
で
全

国
か
ら
１
０
０
人
が
こ
の
日
を
目
指
し

て
集
合
し
ま
し
た
。  

　
総
会
は
、
山
縣
同
窓
会
長
、
浜
田
学

校
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
続
い
て
来
賓

と
し
て
野
村
萩
市
長
、
河
村
衆
議
院
議

員
の
祝
辞
等
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
事
の
中
で
、
平
成
12
年
の
萩
高
創

立
１
３
０
周
年
記
念
事
業
の
概
要
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。同
窓
会
事
業
と
し
て
、

植
物
園
・
庭
園
の
整
備
、
南
園
門
の
補

修
、
記
念
誌
の
発
行
、
校
訓
碑
の
設
置

な
ど
で
総
額
３
０
０
０
万
円
の
事
業
と

な
り
、
そ
の
た
め
に
同
窓
会
会
員
に
対

し
て
１
口
に
つ
き
３
０
０
０
円
の
募
金

活
動
を
今
秋
か
ら
開
始
す
る
こ
と
が
了

承
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、記
念
式
典
は
、

平
成
12
年
10
月
18
日
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
萩
高
等
学
校
同
窓
会 
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イベントプレイバック イベントプレイバック 

　８月１日（土）から３日（月）まで行われた
萩夏まつりには、今年も市内外から多くの人が
訪れました。
　１日の萩・日本海大花火大会では、菊ヶ浜を
舞台に次々と打ち上げられる色とりどりの花火
に、観客からは感嘆の声があがっていました。
また２日は「ヨイショコショ」で、ゆかたやハッ
ピ姿の人々が吉田町通りを練り歩きました。サ
ンバ調のサンバヨイショコショにも多くの人が
参加し、大変な盛り上がりを見せました。３日、
県指定無形民俗文化財の「お船謡」が、市内を
巡り、雄壮なお船謡に多くの人が聞き入り、伝
統文化の素晴らしさを感じていたようでした。

萩
・
夏
ま
つ
り

萩・日本海大花火大会

　８月 13 日、15 日、夏の風物詩
となった「萩・万灯会」が開催され
ました。大照院では約６００基、東
光寺では約５００基の石灯篭にろう
そくの灯がともりました。訪れた人
は、１年に一度しか見られない幽玄
の世界を楽しんでいました。

萩・万灯会

お船謡 ヨイショコショ

ＣＩＮＥＭＡ塾ＨＡＧＩ世界映画芸術祭

明治維新 130 年記念
高等学校剣道大会

　第５回目を迎えた「ＨＡＧＩ世界映画芸
術祭」。映画上映、展示部門など盛りだくさ
んの内容に多くの関心が集まりました。Ｃ
ＩＮＥＭＡ塾では見島を舞台にした映画「見
島の人々」（仮題）の制作が行われました。
ＣＩＮＥＭＡ塾の模様は、ＮＨＫ教育「Ｅ
ＴＶ特集」で放送されます。（９月 28 日午
後 10 時放送予定）

　８月１日、明治維新 130 年を記念して、幕末
から明治にかけて複雑な様相を呈した会津・薩摩・
長州の各藩の藩校の流れをくむ３高等学校が参加
した「明治維新 130 年記念高等学校剣道大会」が、
萩市民体育館で開催されました。
　大会には、会津藩日新館の流れをくむ福島県立
会津高校、薩摩藩造士館の流れをくむ鹿児島県立
甲南高校、長州藩明倫館の流れをくむ山口県立萩
高等学校が参加。試合は、多くの市民が見守る中、
総当たり戦で行われ、選手たちは鋭い竹刀さばき
で熱戦を繰り広げました。

130 年の時を越え
　　会津・薩摩・長州が交流



世田谷区区民まつりの様子

  

７
月
31
日
か
ら
８
月
２
日
ま
で
、
東

京
・
世
田
谷
区
に
あ
る
Ｊ
Ｒ
Ａ
馬
事
公

苑
に
て
「
第
21
回
世
田
谷
区
民
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
33
自
治
体
が
参
加
し
た
、「
ふ

る
さ
と
物
産
展
」
の
萩
市
ブ
ー
ス
で

は
、
例
年
同
様
、「
し
そ
わ
か
め
」
を

始
め
と
す
る
海
産
加
工
食
品
や
、
夏
み

か
ん
の
果
実
や
菓
子
、
マ
ー
マ
レ
ー
ド

と
い
っ
た
夏
み
か
ん
加
工
食
品
の
展
示

即
売
を
行
い
ま
し
た
。

７
月
31
日
〜
８
月
２
日
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

東
京
で
萩
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
き
ま
し
た
！

　

第
21
回
世
田
谷
区
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り

　
会
場
で
は
「
去
年
買
っ
て
み
た
ら
良

か
っ
た
の
で
今
年
も
買
い
に
来
た
」
と

い
っ
た
お
客
も
多
く
、
世
田
谷
区
で
も

萩
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
が
出
来
た

な
と
喜
び
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
商
品
が

山
口
県
東
京
観
光
物
産
事
務
所
で
買
え

る
こ
と
も
宣
伝
す
る
な
ど
、
よ
り
一
層

の
フ
ァ
ン
層
拡
大
に
努
め
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
今
回
初
め
て
の
試
み
と
し

て
、
地
ビ
ー
ル
の
展
示
即
売
も
行
い
ま

し
た
。
暑
い
夏
の
日
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
売
れ
行
き
は
好
評
で
し
た
。
他

市
町
村
で
も
地
ビ
ー
ル
の
販
売
が
あ
っ

た
た
め
に
、
ど
う
な
る
か
と
心
配
し
て

い
ま
し
た
が
、
他
の
地
ビ
ー
ル
よ
り
も

　平成 12 年４月の開院を目指している新萩市立病院の建築工事
が、いよいよスタートしました。８月 21 日には、関係者が出席
して、病院建設予定地で安全祈願祭が行われました。

安
全
祈
願
祭
の
様
子

　今回の工事を発注するに当た
り、公募型指名競争入札制度や、
県内市町村では初の設計価格の事
前公表制度を取り入れました。契
約総額は 27 億 9300 万円で、完
成は平成 11 年 11 月 30 日の予
定です。

新萩市立病院の完成予定図

■新萩市立病院の建設概要
◯建設場所　萩市椿青海
◯病床数　一般 100 床　結
核 15 床　診療科目　内科、
外科、整形外科
◯構造　鉄筋コンクリート造
３階建　延床面積　8,321.46
ｍ２

　この新市立病院には、老人保健施設、特別養護老人ホームを併
設する予定で、この一帯は「健康と福祉の里」ゾーン（仮称）と
して萩市の保健・医療・福祉分野の活動を飛躍的に発展させる拠
点となります。
　萩市では医療の核となる市立病院の組織整備のため、病院職員
の第３次募集を実施します。生まれ育った萩で力を発揮してみた
い方、新天地・萩で大きく夢を描いてみたい方、格段に機能強化
してスタートする新病院の運営にあなたも参加してみませんか。
新鮮でたくましい力を全国に求めます。

　 新 萩 市 立 病 院 の
　 　 　 　 建 築 工 事 が ス タ ー ト

◯特　色　二次救急、リハビリテーション、人工透析、へき地医療
支援、人間ドックなど　

◆
募
集
内
容

◆平成 11 年度病院職員募集予定
職　種　薬剤師、臨床検査技師、臨床放射線技師、理学療法士（い
ずれも募集人員は若干名）
■問い合わせ　萩市総務部総務課（０８３８・２５・３１３１）へ

病 院 職 員 の 募 集
＝ 意 欲 あ る あ な た を お 待 ち し て い ま す ＝

美
味
し
い
と
い
う
評
価
も
聞
け
、
予
想

以
上
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
８
月
１
日
の
午
後
８
時
か
ら

は
、
物
産
展
会
場
内
に
あ
る
特
設
ス

テ
ー
ジ
上
で
、
萩
市
の
観
光
と
物
産
の

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
萩
の
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て

用
意
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
舞
台
衣
装
と

し
て
用
意
し
た
奇
兵
隊
の
衣
装
も
雰
囲

気
作
り
に
貢
献
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

Ｐ
Ｒ
効
果
も
高
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
夏
の
世
田
谷
は
ま
つ
り
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
本
当
に
賑
や
か
で
、
ほ
と
ば

し
る
生
命
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
　
　
　
萩
市
商
工
課　
山
崎　
拓 
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　８月 26 日、萩市見島出身の歌手、中村光志さんの
ファーストアルバム「ＪＯＹ」が発売されました。

中 村 光 志 　1st アルバム「ＪＯＹ」発売　

　 ８ 月 か ら は MX-TV（ 東
京）の「電リク！ Beat Box 
music DENCHI」に中村さん
の曲がテーマ曲として使われ
ています。
　全国のレコード店にも並ん
でいますので、ぜひ一度聴い
てください。

職種区分
看護婦（士）

採用人員
22 名程
度

診療放射線技師 １名

臨床工学技士 １名

理学療法士 １名

作業療法士 １名

医療ソーシャル
ワーカー

１名

病院事務
　（経理事務）

１名

受　　験　　資　　格
次の要件をすべて満たす者

（１）昭和 29 年４月２日以降に生まれた者
（２）看護婦（士）免許を有する者または平成 11

年４月までに看護婦（士）免許を取得見込みの
者で、看護婦（士）または准看護婦（士）として
２年以上の経験を有する者

（３）交替制勤務が可能な者
昭和 39 年４月２日以降に生まれた者で、診療放
射線技師免許を有し、診療放射線技師として実務
経験を有する者
昭和 39 年４月２日以降に生まれた者で、臨床工
学技師免許を有し、人工透析、手術室等の実務経
験を有する者
昭和 39 年４月２日以降に生まれた者で、理学療
法士免許を有し、３年以上の経験を有する者
昭和 39 年４月２日以降に生まれた者で、作業療
法士免許を有し、３年以上の経験を有する者
昭和 39 年４月２日以降に生まれた者で、医療社
会事業従事者として実務経験を有する者
昭和 39 年４月２日以降に生まれた者で、経理事
務について実務経験を有し、簿記２級以上の資格
を有する者

◆募集期間　平成 10 年 12 月 16 日から平成 11 年１月 22 日
◆一次試験　平成 11 年２月 14 日
◆採用予定　平成 11 年 10 月１日または平成 12 年１月１日
◆給　　与　経験年数により初任給の調整あり
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萩　芸術・文芸の広場

萩
ガ
ラ
ス
工
房　

切
り
子
職
人

住す
み
た
田
規の
り
こ
子

さ
ん

　
’95
年
に
山
東
大
学
考
古
系
学
生
の

実
習
に
よ
り
発
掘
さ
れ
た
長
清
県
仙
人

台
遺
跡
で
、
西
周
晩
期
か
ら
春
秋
晩
期

に
至
る
６
基
の
墓
が
発
見
さ
れ
、
出
土

し
た
青
銅
器
の
銘
文
か
ら
、
こ
れ

ら
が
国
の
墓
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、’

95
年
の
全
国
十
大
考
古
新
発
見
に
選
ば

れ
た
。
特
に
六
号
墓
（
Ｍ
６
）
は
、
規

格
の
高
い
１
７
０
点
余
り
の
副
葬
品
が

出
土
し
、
国
君
の
墓
と
考
え
ら
れ
る
。

  

こ
の
仙
人
台
遺
跡
六
号
墓
の
出
土
遺

物
を
一
括
展
示
し
、
神
秘
の
王
国
「　

国
王
墓
」
の
全
容
を
紹
介
。

シ
リ
ー
ズ
山
東
文
物
①

神
秘
の
王
国

　
　
【　
国
王
墓
】
展

■
９
月
12
日（
土
）〜
10
月
４
日（
日
）、

10
月
10
日
（
土
）
〜
11
月
１
日
（
日
）、

11
月
20
日
（
金
）
〜
平
成
11
年
２
月
21

日
（
日
）
の
３
期
に
分
け
て
展
示

山
口
県
立
萩
美
術
館

・
浦
上
記
念
館
だ
よ
り

　
萩
ガ
ラ
ス
工
房
で
働
く
、
住
田
規
子
さ
ん
（
22
歳
）
は
、
東

京
で
切
り
子
修
行
を
３
年
も
積
ん
だ
、
工
房
期
待
の
職
人
で
す
。

　
そ
ん
な
住
田
さ
ん
に
、
切
り
子
職
人
と
な
っ
た
き
っ
か
け
や
、

自
分
の
夢
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

●
切
り
子
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　
専
門
学
校
に
在
学
中
、
自
分
の
や
り

た
い
こ
と
を
探
し
て
い
た
ん
で
す
が
、

そ
ん
な
時
、
切
り
子
の
写
真
を
見
て
、

る
た
め
に
技
術
を
修
得
す
る
の
は
難
し

か
っ
た
で
す
ね
。

●
萩
ガ
ラ
ス
工
房
で
働
い
て
み
て

　
働
き
や
す
い
、
い
い
職
場
だ
と
思
い

ま
す
。

　
た
だ
、切
り
子
の
作
業
に
関
し
て
は
、

修
行
中
と
違
い
、
い
ち
か
ら
自
分
一
人

で
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
大
変

で
す
。
今
は
、
10
月
に
行
わ
れ
る
切
り

子
の
展
示
会
に
、
萩
ガ
ラ
ス
切
り
子
の

基
本
文
様
24
種
類
等
を
出
し
ま
す
が
、

そ
の
製
作
に
取
り
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

●
こ
れ
か
ら
の
夢
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
近
い
夢
と
い
う
か
目
標
は
、
10
月
の

展
示
会
ま
で
に
、
良
い
作
品
を
作
り
上

げ
る
こ
と
で
す
。

　
将
来
の
夢
は
取
り
あ
え
ず
、
も
っ
と

大
き
な
作
品
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
も
っ
と
頑

張
ら
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
ね
。
毎
日

が
、
修
行
で
す
。

　
笑
顔
で
、
そ
う
語
る
住
田
さ
ん
。
夢

に
向
か
っ
て
奮
闘
中
で
す
が
、
萩
ガ
ラ

ス
の
新
し
い
魅
力
と
な
る
日
も
近
い
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
10
月
の
展
示
会
で
の
萩
ガ
ラ
ス
切
り

子
の
初
お
披
露
目
が
楽
し
み
で
す
。

　
住
田
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
１
９
７
６
年
３
月
、
山
口
県
徳
山
市

に
生
ま
れ
、
現
在
は
萩
に
在
住
。

　
趣
味
は
、
写
真
撮
影
と
の
こ
と
。

夢 追 人 夢 追 人 

ま
ず
、や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
３
年
前
に
萩
ガ
ラ
ス
工
房
に
来

て
、「
東
京
で
修
行
し
て
み
た
ら
ど
う

か
」
と
い
わ
れ
、
本
格
的
に
切
り
子
職

人
の
道
に
入
り
ま
し
た
。

●
東
京
の
修
行
は
ど
う
で
し
た
か
？

　

３
年
間
東
京
で
修
行
し
ま
し
た
が
、

充
実
し
た
楽
し
い
期
間
を
過
ご
せ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
実
際
の
修
行

で
は
、
切
り
子
と
い
う
も
の
は
削
る
の

が
、
た
っ
た
２
ミ
リ
ず
れ
て
も
形
が
崩

れ
る
の
で
、
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
す

銅方壷　高 63.5 ｃｍ

【
期
間
中
の
平
常
展
示
】

《
浮
世
絵
》

◯
「
遊
女
」  

９
月
12
日
（
土
）
〜
10

月
４
日
（
日
）

◯
「
戯
画
」
10
月
10
日
（
土
）
〜
11
月

１
日
（
日
）

作業中の住田さん

　

６
月
７
日
、
長
野
県
松
本
市
で

の
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
の
総

会
に
お
い
て
、
シ
ア
タ
ー
３
６
５

萩
オ
フ
ィ
ス
・
劇
団
さ
く
ら
組
が

「
第
23
回
ユ
ネ
ス
コ
露
木
賞
・
審
査

員
特
別
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
は
、

１
９
７
３
年
か
ら
平
和
の
た
め
の

優
れ
た
青
少
年
活
動
を
「
ユ
ネ
ス

コ
露
木
賞
」
と
し
て
表
彰
し
て
い

劇
団
さ
く
ら
組
が
ユ
ネ
ス
コ
露
木
賞
を
受
賞  

早春譜萩公演（97 年 6 月スカイシネマ）

ま
す
。

　
萩
の
市
民
劇
団
さ
く
ら
組
は
、
会
津

若
松
市
の
市
民
劇
団
が
創
作
し
た
演
劇

「
早
春
譜
」
を
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
ア
レ

ン
ジ
し
て
昨
年
６
月
萩
市
内
で
公
演
し

ま
し
た
。
ま
た
、
８
月
に
は
会
津
若
松

市
で
の
公
演
も
成
功
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
早
春
譜
」
は
、
長
州
人
に
対

し
て
歴
史
的
な
こ
だ
わ
り
を
抱
い
て
い

る
会
津
人
の
心
情
が
テ
ー
マ
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
受
賞
は
、こ
の
早
春
譜
（
Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｉ・

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
）
公
演

が
「
不
幸
な
歴
史
か
ら
く
る
わ
だ
か
ま

り
を
、
寛
容
の
精
神
で
平
和
共
存
の
道

を
開
く
と
い
う
民
間
ユ
ネ
ス
コ
運
動
の

趣
旨
に
合
致
し
て
い
る
。
戊
辰
戦
争
に

起
因
す
る
会
津
若
松
市
民
の
心
の
傷
を

萩
の
青
年
が
懸
命
に
演
じ
た
こ
と
は
意

義
深
く
、
そ
れ
が
会
津
若
松
市
民
に
熱

烈
な
歓
迎
を
も
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
た

こ
と
は
、
非
常
に
喜
ば
し
い
。
こ
の
よ

う
な
テ
ー
マ
は
、
広
く
国
際
社
会
、
特

に
日
本
と
ア
ジ
ア
諸
国
の
関
係
な
ど
に

も
当
て
は
ま
る
と
思
わ
れ
、
今
後
の

様
々
な
活
動
の
参
考
に
も
な
る
」
と
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
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◯
「
雪
景
色
」
12
月
１
日
（
火
）
〜
12

月
27
日
（
日
）

◯
「
月
岡
芳
年
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
・
Ｐ
ａ
ｒ

ｔ
２
」
平
成
11
年
１
月
５
日
（
火
）
〜

１
月
31
日
（
日
）、
２
月
２
日
（
火
）

〜
２
月
21
日
（
日
） 

《
東
洋
陶
磁
》

◯
「
古
染
付
の
世
界
」
10
月
４
日
（
日
）

ま
で

◯「
館
蔵
中
国
陶
磁
」　
12
月
１
日（
土
）

〜
平
成
11
年
２
月
21
日
（
日
）

【
小
企
画
展
】

◯
「
相
撲
絵
」
展　

11
月
３
日
（
火
）

〜
11
月
29
日
（
日
）

【
特
別
展
示
】

■
な
ぞ
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
「
封
印
さ

れ
た
南
宋
陶
磁
展
」

  

10
月
10
日
（
土
）
〜
11
月
15
日
（
日
）

　
’91
年
、
中
国
四
川
省
で
農
民
が
偶

然
発
見
し
た
、
13
世
紀
に
元
軍
の
略

奪
を
逃
れ
る
た
め
地
下
に
埋
蔵
さ
れ

た
南
宋
代
の
陶
磁
器
、
銅
器
や
石
器
。

７
０
０
年
以
上
も
の
間
地
下
に
眠
り
続

け
た
地
下
埋
蔵
の
宝
物
を
一
挙
に
公

開
。

◯
開
館
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
場
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

◯
休
館
日　
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）

※
高
校
生
以
下
、
身
体
障
害
者
手
帳
・

戦
傷
病
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者
と
そ
の
介

護
者
、
70
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
人
は
無
料
。

※
教
育・文
化
期
間
（
11
月
１
日
〜
７
日
）

は
、
一
般
・
学
生
と
も
無
料
で
す
。

Ｌａｓｅｒ　Ｋａｚｕｈｉｋｏ　Ｍｉｗａ
　Ｐｒｏｊｅｃｔ（秋吉台国際芸術村）

■「道草を喰う」岡本信人著　（株）法研
　萩に住んでいたことのある俳優の岡本信人が、ア
ザミ、オオバコ、ハルジオン・・・様々な「道草」
の基礎知識やおいしい調理法を紹介するとともに、
名脇役として活躍してきた自らの人生や自然への思
いを綴ったエッセイ。本の中では萩の思い出が、多
く触れられている。
定　価　１３００円（税別）
■「フォーブス日本版」　（株）ぎょうせい
　シリーズで紹介されている「歴史合せ鏡」の中で、
今回は平成不況はどこまで改善できるのか、作家・
古川薫が村田清風が取り組んだ長州藩の財政改革と
照らしながら書いている。
定　価　９００円（税込）　発　行　９月 22 日
■「吉田松陰」高橋文博著　（株）清水書院
　吉田松陰が主宰した松下村塾は久坂玄瑞・高杉晋
作・品川弥二郎・伊藤博文といった幕末維新の俊傑
を多く輩出した。松陰が常に唱えたのは「立志」と「実
行」であった。日本の独立を確保する明治維新の社
会的変革を、精神の次元で先取りして示した。
定　価　７００円（税別）
■「山頭火　こころの旅−書と写真」藤野北辰書、
中野洋征写真　（株）里文出版
　長年山頭火の句を書に表し、海外でも好評を得て
いる書家・藤野北辰の書と、細やかな眼を持つ風景
写真家・中野洋征の写真で織りなす山頭火の心象風
景。写真家・中野洋征は、萩市の出身です。
定　価　３０００円（税別）
■山口県史「県民の証言　体験手記編」史料編　現
代１（第２回配本）　山口県刊行物普及協会
　日本の長い歴史の中でも未曾有の時代といわれる
昭和 20 年代前後について、広く県民から寄せられ
た体験手記により、山口県の歴史の諸相を後世に伝
えるもの。萩高４期卒業の中山光夫さん（大阪指月
会副会長）も、私の歴史体験「甘

い も
藷と兵隊　白水小

学校の思い出」と題して寄稿されている。
頒布価格　５０００円（税別、送料別）
発　行　10 月の予定
予約申込先　山口県刊行物センター内　山口県刊行
物普及協会　ＴＥＬ０８３９・３３・２５８３

書 籍 紹 介
三輪和彦氏  秋吉台国際芸術村にモニュメント 

天
て ん げ

花　三輪和彦
（広島パークビル）

　

秋
芳
町
の
長
期
滞
在
型
文
化

施
設
「
秋
吉
台
国
際
芸
術
村
」
が

８
月
25
日
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

が
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
陶
芸

家
の
三
輪
和
彦
さ
ん
が
制
作
し

た
作
品
「
Ｌ
ａ
ｓ
ｅ
ｒ
」
が
完
成

し
ま
し
た
。

　

作
品
は
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と

し
て
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
で
、

音
楽
ホ
ー
ル
と
し
て
も
使
わ
れ

る
食
堂
棟
を
貫
き
、
セ
ミ
ナ
ー

棟
の
上
空
を
駆
け
抜
け
て
い
く

レ
ー
ザ
ー
光
線
。

　
秋
吉
台
の
沢
地
全
体
を
、
こ
の

レ
ー
ザ
ー
光
線
で
貫
く
こ
と
こ

そ
が
、
三
輪
さ
ん
に
よ
る
芸
術
村

記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
す
。

　
夕
暮
れ
と
と
も
に
現
れ
、
夜
明

け
と
と
も
に
消
滅
す
る
と
い
う

は
か
な
さ
。
と
は
い
っ
て
も
力
強

く
闇
夜
を
貫
い
て
い
く
光
の
緊

張
感
。

広
島
市
に

ス
ト
リ
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

　

広
島
パ
ー
ク
ビ
ル
前
の
電
車

通
り
沿
い
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
に
は
、
毎
年
４
体
の
美
術
作

品
を
展
示
し
、
憩
い
と
潤
い
の

あ
る
ひ
と
と
き
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
ス
ト
リ
ー
ト
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
す
。

　

こ
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
三
輪

和
彦
さ
ん
の
作
品
が
７
月
か
ら

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
国
地
方

の
新
進
気
鋭
の
４
人
の
作
家
が
、

物
語
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
創
り
出

し
た
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
と　

き　

99
年
７
月
頃
ま

■Ｌａｓｅｒ　
と　き　年中、午前 11 時 30 分〜
　午前 0 時（変更あり）
ところ　秋芳町秋吉中山田 50　
　秋吉台国際芸術村

で
展
示

と
こ
ろ　

広

島
市
中
区
大

手
町
３
丁
目

　

広
島
パ
ー

ク
ビ
ル

萩の女性合唱団「Ｆｉｏｒｅ　Ｈａｇｉ」が
　　全日本おかあさんコーラスで大会賞受賞 !!

　
岡
山
県
倉
敷
市
で
開
催
さ
れ
た
第
21
回
全

日
本
お
か
あ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
全
国
大
会
で
、

萩
の
女
性
合
唱
団
「
Ｆ
ｉ
ｏ
ｒ
ｅ　
Ｈ
ａ
ｇ

ｉ
」
が
大
会
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
Ｆ
ｉ
ｏ
ｒ
ｅ　

Ｈ
ａ
ｇ
ｉ
」
は
、

１
９
９
４
年
に
萩
高
校
合
唱
部
の
Ｏ
Ｇ
で
結

成
し
た
合
唱
団
で
す
。
メ
ン
バ
ー
の
大
半
が
、

音
楽
教
諭
だ
っ
た
指
揮
者
の
有
冨
美
子
さ
ん

の
指
導
を
受
け
て
い
た
生
徒
ば
か
り
で
、
息

は
ぴ
っ
た
り
。「
い
つ
も
母
校
の
音
楽
室
で

高
校
時
代
を
思

い
出
し
な
が
ら

練
習
を
行
っ
て

い
て
、
そ
の
成

果
が
今
回
の
大

会
賞
受
賞
に
繋

が
り
ま
し
た
。」

と
の
コ
メ
ン
ト
。

　

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

Ｆｉｏｒｅ　Ｈａｇｉ



■
萩
焼
作
家
の
個
展

◇
岡
田
裕
茶
陶
展

と　
き　
10
月
22
日
（
木
）
〜
10
月
27

日
（
火
）

と
こ
ろ　
福
島
県
会
津
若
松
市
・
中
合

百
貨
店

※
会
津
若
松
市
の
茶
道
６
流
派
の
大
茶

会
も
同
時
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
東
京
指
月
会
総
会

　
東
京
指
月
会
の
総
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
10
月
17
日
（
土
）
午
後
３
時

〜と
こ
ろ　

Ｊ
Ｒ
東
京
駅
丸
の
内
北
口

前
・
日
本
工
業
倶
楽
部

■
姉
妹
都
市
の
観
光
と
物
産
展

　
鎌
倉
市
の
姉
妹
都
市
・
萩
市
、
上
田

市
、足
利
市
が
鎌
倉
市
に
一
堂
に
集
い
、

物
産
展
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
萩
市

か
ら
も
海
産
物
や
地
酒
な
ど
が
出
品
さ

れ
ま
す
。

と　
き　
９
月
12
日（
土
）・13
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
13
日
は
午
後

４
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

鎌
倉
市
・
鎌
倉
試
中
央
公
民

館■
上
田
豊
治
「
切
り
絵
の
世
界
」
展

　
萩
市
で
切
り
絵
の
創
作
活
動
に
取
り

組
む
上
田
豊
治
の
個
展
で
す
。作
品
は
、

萩
の
風
景
や
伝
統
行
事
な
ど
を
題
材
と

し
て
い
ま
す
。

と　
き　
10
月
６
日
（
火
）
〜
10
月
11

日
（
日
）

と
こ
ろ　
横
浜
市
西
区
北
幸
・
三
越
横

浜
店

■
第
７
回
萩
・
世
田
谷
幕
末
維
新
祭
り

　
す
っ
か
り
世
田
谷
の
名
物
と
な
っ
た

幕
末
維
新
祭
り
。
祭
り
で
は
萩
の
物
産

展
や
萩
焼
作
家
・
金
子
信
彦
さ
ん
に
よ

る
萩
焼
陶
芸
教
室
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

と　
き　
10
月
24
日（
土
）・25
日（
日
）

と
こ
ろ　
東
京
都
世
田
谷
区
・
世
田
谷

松
陰
神
社
、
松
陰
神
社
通
り
商
店
街

■
伊
藤
博
文
公
墓
前
祭

と　

き　
10
月
26
日
（
月
）
午
前
11
時

〜と
こ
ろ　
東
京
都
品
川
区
西
大
井
（
横

須
賀
線
西
大
井
駅
下
車
徒
歩
２
分
）

■
萩
焼
作
家
の
個
展

◇
陶　
三
輪
栄
造
展

と　
き　
９
月
17
日
（
木
）
〜
９
月
23

日
（
水
）

と
こ
ろ　
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
・
高

島
屋
美
術
画
廊

◇
濱
中
月
村　
鈞き
ん
よ
う窯

展

と　
き　
９
月
25
日
（
金
）
〜
10
月
30

日
（
金
）
正
午
〜
午
後
７
時

と
こ
ろ　

東
京
都
世
田
谷
区
用
賀
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
ア
ル
イ
グ
ス
」

入
場
料　
２
０
０
０
円（
茶
菓
子
付
き
）

※
お
料
理
会　
３
万
円
＝
濱
中
月
村
作

の
食
器
を
使
っ
て
の
料
理
会

問
い
合
わ
せ　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
ア
ル
イ

グ
ス
」
０
３・５
４
９
１・２
０
３
２

◇
高
見
世
清
光
茶
陶
展

と　
き　
10
月
１
日
（
木
）
〜
10
月
５

日
（
月
）

と
こ
ろ　

千
葉
県
東
金
市
押
堀
・「
鶴

の
茶さ
り
ょ
う寮

」

◇
納
富
晋
作
陶
展

と　
き　
10
月
18
日
（
日
）
〜
10
月
24

日
（
土
）

と
こ
ろ　
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
２
ー

３
ー
10
・
丸
善
４
Ｆ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◇
萩
焼　
高
見
世
清
光
展

と　
き　
10
月
21
日
（
水
）
〜
10
月
25

日
（
日
）

と
こ
ろ　
千
葉
県
成
田
市
小
菅
・
成
田

ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

※
萩
市
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス

タ
ー
も
展
示
さ
れ
ま
す
。

◇
第
３
回
萩
焼　
守
繁
徹
作
陶
展

と　
き　
10
月
27
日
（
火
）
〜
11
月
１

日
（
日
）

と
こ
ろ　
東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
・
三

越
池
袋
店

◇
陶　
三
輪
栄
造
展

と　
き　
11
月
11
日
（
水
）
〜
11
月
17

日
（
火
）

と
こ
ろ　
東
京
都
新
宿
区
百
人
町
・
益

田
屋

◇
人
間
国
宝
・
三
輪
休
雪
展

と　
き　
11
月
５
日
（
木
）
〜
11
月
11

日
（
水
）

と
こ
ろ　
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
・
三

越
美
術
画
廊

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

　
ー
関
東
地
区
ー

　
ー
関
西
地
区
ー

■
戊
辰
戦
争
長
州
藩
戦
没
者
慰
霊
祭

と　
き　
９
月
22
日
（
火
）
午
前
９
時

30
分
〜

と
こ
ろ　
新
潟
県
小お
じ
や

千
谷
市
・
船
岡
山

公
園

　
戊
辰
戦
争
に
お
い
て
東
北
地
方
で
亡

く
な
っ
た
奇
兵
隊
の
慰
霊
祭
。
下
関
市

の
東
行
庵
学
芸
員
・
一
坂
太
郎
氏
が
発

起
人
で
、
野
村
萩
市
長
も
来
賓
と
し
て

出
席
し
ま
す
。

■
た
ち
ば
な
会
中
京
支
部
・
か
ら
た

ち
会
中
京
支
部
合
同
総
会

　
た
ち
ば
な
会
中
京
支
部
と
か
ら
た
ち

会
中
京
支
部
の
合
同
総
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
10
月
24
日
（
土
）

と
こ
ろ　
名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
４
ー

６
ー
23
「
百
楽
」
名
古
屋
店

■
明
治
維
新
防
長
殉
難
者
顕
彰
会

と　

き　

10
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時

〜と
こ
ろ　
京
都
市
東
山
区
・
東
福
寺
退

耕
庵

　

戊
辰
戦
争
の
始
ま
り
と
な
っ
た
鳥

羽
・
伏
見
の
戦
い
で
戦
場
の
露
と
消
え

た
多
く
の
長
州
の
若
人
、
ま
た
そ
れ
以

（14）

前
の
禁
門
の
変
（
蛤
御
門
の
変
）
や
池

田
屋
事
件
で
志
半
ば
に
し
て
亡
く
な
っ

た
多
く
の
若
き
志
士
た
ち
の
慰
霊
を
行

う
も
の
で
す
。東
福
寺
退
耕
庵
は
鳥
羽・

伏
見
の
戦
い
の
折
に
は
長
州
の
本
陣
が

設
け
ら
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

■
京
都
山
口
県
人
会
秋
の
総
会

と　

き　

10
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時

〜と
こ
ろ　
京
都
市
東
山
区
・
東
福
寺
退

耕
庵

■
萩
焼
作
家
の
個
展

◇
岡
田
裕
作
陶
展

と　
き　
９
月
３
日
（
木
）
〜
９
月
８

日
（
火
）

と
こ
ろ　
京
都
市
・
京
都
高
島
屋

◇
内
村
幹
雄
作
陶
展

と　
き　
９
月
30
日
（
水
）
〜
10
月
５

日
（
月
）

と
こ
ろ　
大
阪
市
北
区
梅
田
・
阪
急
百

貨
店
美
術
画
廊

◇
（
仮
）
米
寿
記
念　
人
間
国
宝
・
三

輪
休
雪
展

と　
き　
11
月
20
日
（
金
）
〜
11
月
25

日
（
水
）

と
こ
ろ　
大
阪
市
阿
倍
野
区
・
近
鉄
百

貨
店
阿
倍
野
店
６
Ｆ
美
術
画
廊

■
上
田
豊
治
「
切
り
絵
の
世
界
」
展

　
萩
市
で
切
り
絵
の
創
作
活
動
に
取
り

組
む
上
田
豊
治
の
個
展
で
す
。作
品
は
、

萩
の
風
景
や
伝
統
行
事
な
ど
を
題
材
と

し
て
い
ま
す
。

と　
き　
11
月
10
日
（
火
）
〜
11
月
15

日
（
日
）

と
こ
ろ　

松
山
市
一
番
町
・
三
越
松
山

店

　
ー
東
北
地
区
ー

　
ー
北
陸
地
区
ー

　
ー
東
海
地
区
ー

　
ー
四
国
地
区
ー
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ー
中
国
地
区
ー

　
ー
九
州
地
区
ー

　
ー
山
口
県
関
係
ー

　
ー
萩
市
関
係
ー

■
た
ち
ば
な
会
広
島
支
部
総
会

　
た
ち
ば
な
会
広
島
支
部
の
総
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
９
月
５
日
（
土
）
午
後
６
時

30
分
〜

と
こ
ろ　
広
島
県
佐
伯
郡
大
野
町
宮
浜

温
泉
・
宮
浜
リ
フ
レ
ク
ラ
ブ

■
■
萩
焼
作
家
の
個
展

◇
心
と
美
を
継
い
で

　
萩
焼
作
家
で
人
間
国
宝
・
三
輪
休
雪

と
、
三
輪
栄
造
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま

す
。

と　
き　
10
月
８
日
（
木
）
〜
10
月
13

日
（
火
）

と
こ
ろ　
岡
山
市
岡
山
駅
前
・
高
島
屋

岡
山
店テ レ ビ ・ ラ ジ オ

■「ＥＴＶ特集」ＮＨＫ教育
　今年で第５回目を迎えたＨＡＧＩ世界映画芸術
祭の「ＣＩＮＥＭＡ塾」では、今年、原一男監督
のもと見島を舞台にドキュメント映画の制作に挑
戦。その模様を追ったものです。
放送予定日　９月 28 日（月）午後 10 時〜 10
時 45 分
■「やきもの探訪」ＮＨＫ　ＢＳ２
　独自の作風に取り組んでいる萩焼作家・兼田昌
尚のその創作活動の模様と作品が、テレビの画面
を通じて全国に紹介されます。
放送予定日　10 月 11 日（日）午前８時〜８時
30 分
■浜美枝のあなたに逢いたい〜あなたと旅と音楽

「維新のふるさと萩を訪ねて」文化放送（ラジオ）
　萩城跡、松下村塾、萩城城下町など萩の見所、
その観光方法、海・山の幸など萩の味を浜美枝が
紹介します。
放送予定日　９月 12 日（土）午前８時 40 分〜
47 分

■
萩
焼
作
家
の
個
展

◇
西
日
本
選
抜
精
鋭
作
家
展
・
第
20
回

西
日
本
陶
磁
器
フ
ェ
ス
タ

　
萩
焼
作
家・田
中
秀
男
、
田
中
心
司
、

中
村
真
一
、
吉
賀
将
夫
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

と　
き　
９
月
19
日
（
土
）
〜
９
月
23

日
（
水
）

と
こ
ろ　
北
九
州
市
小
倉
北
区
・
西
日

本
総
合
展
示
場

◇
萩
焼
赤
間
硯
伝
統
工
芸
新
作
展

　
萩
焼
作
家・三
輪
休
雪
、
厚
東
建
信
、

野
坂
康
起
、
兼
田
三
左
衛
門
、
坂
高
麗

左
衛
門
、
玉
村
登
陽
、
波
多
野
善
蔵
、

岡
田
裕
、
納
冨
晋
、
止
原
伸
郎
、
三
輪

栄
造
、
松
村
拓
夫
、
兼
田
佳
炎
、
山
影

陶
道
、
野
坂
和
左
の
作
品
が
展
示
さ
れ

ま
す
。

と　
き　
10
月
６
日
（
火
）
〜
10
月
12

日
（
月
）

と
こ
ろ　
北
九
州
市
小
倉
北
区
京
町
・

小
倉
そ
ご
う
８
Ｆ
美
術
画
廊

◇
坂
高
麗
左
衛
門
展

と　
き　
10
月
21
日
（
水
）
〜
10
月
27

日
（
火
）

と
こ
ろ　
大
分
市
府
内
町
・
ト
キ
ハ

■
山
口
指
月
会
総
会

　
山
口
指
月
会
の
総
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
10
月
16
日
（
金
）
午
後
６
時

〜と
こ
ろ　
山
口
市
湯
田
・
翆
山
荘

■
巴
城
会
・
た
ち
ば
な
会
下
関
支
部
合

同
総
会

　
下
関
の
萩
高
校
同
窓
会
・
巴
城
会
と

た
ち
ば
な
会
下
関
支
部
の
合
同
同
窓
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
多
く
の

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

と　
き　
10
月
下
旬
（
予
定
）

と
こ
ろ　
下
関
市
中
之
町
・
亀
山
八
幡

宮
「
儀
式
殿
」

問
い
合
わ
せ　

益
田
宗
親

（
０
８
３
２・３
２・３
３
８
７
）

■
特
別
展
「
毛
利
敬
親
」

　
幕
末
の
長
州
藩
主
毛
利
敬
親
・
元
徳

父
子
の
遺
品
を
中
心
に
展
示
し
、
明
治

維
新
の
激
動
を
生
き
抜
い
た
毛
利
家
の

歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

と　
き　
９
月
11
日
（
金
）
〜
10
月
11

日
（
日
）

と
こ
ろ　
防
府
市
・
毛
利
博
物
館

入
館
料　
大
人
７
０
０
円
、
小
中
学
生

３
５
０
円

■
萩
焼
作
家
の
個
展

◇
萩
焼
選
抜
作
家
秀
作
展

　
萩
焼
作
家・松
野
龍
司
、
山
影
陶
道
、

野
坂
和
左
、
五
十
嵐
茂
典
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。

と　
き　
11
月
５
日
（
木
）
〜
11
月
９

日
（
月
）

と
こ
ろ　
下
関
市
・
下
関
大
丸
７
Ｆ

■
た
ち
ば
な
会
総
会

　
た
ち
ば
な
会
総
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

引
受
期
一
同
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

10
月
17
日
（
土
）
午
後
６
時

〜と
こ
ろ　
萩
市
江
向
・
萩
商
業
高
等
学

校
体
育
館

■
明
治
維
新
１
３
０
年
記
念
式
典

　
明
治
維
新
１
３
０
年
記
念
事
業
と
し

て
、
記
念
式
典
と
記
念
講
演
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

（
本
号
３
Ｐ
を
参
照
）

■
特
別
展　
〜
明
治
維
新
と
萩
〜

　

萩
藩
の
幕
末
藩
政
改
革
か
ら
戊

辰
戦
争
ま
で
を
、
萩
市
郷
土
博
物

館
所
蔵
の
資
料
展
示
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

10
月
20
日
（
火
）
〜
11

月
１
日
（
日
）

と
こ
ろ　
萩
市
民
館
小
ホ
ー
ル

主
な
展
示　
維
新
志
士
寄
せ
書
き
火

鉢
、
幕
末
人
物
遺
墨
ほ
か

■
萩
・
時
代
ま
つ
り

と　
き　
11
月
14
日
（
土
）・15
日
（
日
）

と
こ
ろ　
萩
市
内
各
所

内　
容　
萩
大
名
行
列
、
岩
国
藩
鉄
砲

隊
、
奇
兵
隊
ほ
か

（
本
号
２
Ｐ
を
参
照
）

　

エ
ア
ー
ニ
ッ
ポ
ン
の
石
見
東
京

便
が
、
９
月
か
ら
発
着
時
間
が
大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
中
で
も
、

石
見
発
東
京
便
５
７
６
便
は
、
２

時
間
早
く
な
っ
た
た
め
、
東
京
に

午
前
中
に
着
く
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
帰
省
や
出
張
の
折
り

な
ど
に
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
変
更
さ
れ
た
便

◯
石
見
発
東
京
行
き
（
５
７
６
便
）

石
見
９
：
35
発
→
東
京
11
：
00
着

◯
石
見
発
東
京
行
き
（
５
７
８
便
）

石
見
17
：
10
発
→
東
京
18
：
35
着

◯
東
京
発
石
見
行
き
（
５
７
７
便
）

石
見
14
：
15
発
→
東
京
15
：
45
着

エ
ア
ー
ニ
ッ
ポ
ン

　
　
　
石
見
東
京
便

９
月
か
ら
石
見
東
京
便
が

　

便
利
に
な
っ
て
い
ま
す
！

■
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
維
新
劇

「SH
O

W
IN

〜
若
き
志
士
た
ち
〜
」

　
松
陰
や
晋
作
、
玄
瑞
を
中
心
に
松
下

村
塾
に
集
っ
た
、
若
い
志
士
た
ち
の
青

春
群
像
を
描
い
た
も
の
で
す
。

と　
き　
11
月
14
日
（
土
）

と
こ
ろ　
ス
カ
イ
シ
ネ
マ

■
写
真
集
出
版
記
念　

下
瀬
信
雄
写

「
萩
の
日
　々

DAYS IN HAGI

」

と　
き　
９
月
４
日
（
金
）
〜
９
月
９

日
（
水
）

と
こ
ろ　
萩
市
呉
服
町
・
彩
陶
庵



　
萩
藩
主
毛
利
家
の
菩
提
寺
東
光
寺
の
境
内
に
、
四
大
夫
十
一
烈

士
の
墓
と
称
す
る
角
柱
の
墓
石
群
が
あ
り
ま
す
。
四
大
夫
と
は
、

益
田
右
衛
門
介
・
福
原
越
後
・
国
司
信
濃
・
清
水
清
太
郎
・
十
一

烈
士
と
は
、
楢
崎
弥
八
郎
・
竹
内
正
兵
衛
・
佐
久
間
佐
兵
衛
・
中

村
九
郎
・
宍
戸
左
馬
介
・
渡
辺
内
蔵
・
山
田
亦
介
・
大
和
国
之
助
・

前
田
孫
右
衛
門
・
松
島
剛
蔵
・
毛
利
登
人
を
い
い
ま
す
。
彼
ら
は

い
ず
れ
も
、
元
治
元
年
（
１
８
６
４
）
７
月
19
日
に
勃
発
し
た
京

都
禁
門
の
変
の
責
任
を
と
ら
さ
れ
、
自
刃
あ
る
い
は
斬
首
さ
れ
た

人
々
で
す
。
こ
れ
ら
の
墓
石
群
は
、
明
治
22
年
（
１
８
８
９
）
に

建
立
さ
れ
ま
し
た
。
殉
難
の
憂
き
目
に
あ
い
、
各
所
に
散
在
し
て

い
た
15
人
の
墓
を
１
か
所
に
改
葬
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の

功
績
を
永
く
後
世
に
伝
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
す
。

  

禁
門
の
変
は
、
そ
の
前
年
文
久
３
年
８
月
18
日
の
政
変
に
よ
っ

て
京
都
か
ら
追
放
さ
れ
た
長
州
藩
が
、
勢
力
回
復
の
た
め
京
都
に

萩ネットワーク　1998 年９月　23 号

幕
末
・
維
新　
こ
ぼ
れ
話

長 州 四 参 謀 中 村 九 郎 の 墓

旧 宅 地 裏 山 内 の 中 村 九 郎 墓

〜没した日付の異なる
　　　　　　　　２つの墓石〜
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月
十
八
日
」
と
刻
字
さ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
に
な
っ
て
建
て
ら
れ

た
東
光
寺
の
改
葬
墓
と
、
中
村
家
の
墓
と
で
は
、
中
村
九
郎
が
没

し
た
日
付
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
実
際
に
中
村
九
郎
が
斬
首

さ
れ
没
し
た
の
は
元
治
元
年
11
月
12
日
で
す
が
、
中
村
家
の
墓
に

は
禁
門
の
変
が
勃
発
し
た
前
日
の
元
治
元
年
７
月
18
日
と
刻
ま
れ

て
い
る
の
で
す
。

　

お
そ
ら
く
、
中
村
九
郎
と
し
て
は
「
自
分
は
朝
敵
で
は
な
い
。

禁
門
の
変
は
朝
廷
に
対
し
て
弓
を
引
い
た
の
で
は
な
い
」
と
い
う

自
負
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
あ
え
て
自
分
の
死
亡
日
を
禁
門
の
変

勃
発
の
前
日
と
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ひ
ょ
っ
と
し
た

ら
、
こ
の
死
亡
日
を
刻
ま
せ
た
の
は
彼
の
遺
言
で
あ
り
、「
朝
敵
」

と
い
う
汚
名
、
屈
辱
を
回
避
し
た
い
と
い
う
、
残
さ
れ
た
家
族
へ

の
思
い
や
り
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
吉
田
松
陰
は
中
村
九

郎
を
、「
清
旭
神
道
を
崇
び
、
天
朝
を
重
ん
ず
。
同
志
中
に
あ
り
て

最
も
先
鞭
を
な
す
。
そ
の
志
し
見
る
べ
し
」
と
評
し
て
お
り
、
中

村
九
郎
の
墓
石
に
見
ら
れ
る
彼
の
思
想
的
な
根
拠
を
端
的
に
言
い

え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萩
市
郷
土
博
物
館　
樋
口
尚
樹

攻
め
上
り
、
会
津
・
薩
摩
両
藩
に
撃
ち
破
ら
れ
た
戦
い
で
す
。
敗

北
を
き
っ
し
た
長
州
藩
は
、
入
江
九
一
・
久
坂
玄
瑞
・
寺
島
忠
三

郎
な
ど
多
く
の
有
為
の
士
を
失
う
と
と
も
に
、「
朝
敵
」
の
汚
名
を

被
せ
ら
れ
ま
し
た
。
す
ぐ
さ
ま
朝
廷
は
、
幕
府
に
対
し
て
長
州
藩

追
討
の
命
を
下
し
た
た
め
、
長
州
藩
は
存
亡
の
危
機
に
立
た
さ
れ

た
の
で
し
た
。

　
長
州
藩
内
で
は
保
守
派
が
台
頭
し
、
元
治
元
年
11
月
12
日
に
は
、

兵
を
率
い
た
益
田
・
福
原
・
国
司
の
３
家
老
が
自
刃
を
命
ぜ
ら
れ
、

中
村
・
竹
内
・
佐
久
間
・
宍
戸
の
４
参
謀
が
斬
首
さ
れ
ま
し
た
。

つ
い
で
12
月
19
日
に
は
、
渡
辺
・
楢
崎
・
山
田
・
大
和
・
前
田
・

松
島
・
毛
利
の
改
革
派
の
７
政
務
員
が
斬
首
さ
れ
、
12
月
25
日
に

は
改
革
派
の
家
老
清
水
が
自
刃
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、

長
州
藩
は
幕
府
へ
の
恭
順
の
意
を
表
し
、
幕
府
軍
は
戦
わ
ず
し
て

撤
兵
令
を
下
し
た
の
で
す
。

　

東
光
寺
の
境
内
に
あ
る
中
村
九
郎
の
墓
に
は
、「
贈
正
四
位
中

村
九
郎
平
清
旭
墓
」「
元
治
元
年
甲
子
十
一
月
十
二
日
死  

年
三
十

有
八
」
と
記
さ
れ
、
辞
世
の
漢
詩
も
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
中
村
九
郎
旧
宅
地
（
萩
市
山
田
中
河
内
）
の
裏
山
内
の
中
村

家
墓
地
に
あ
る
墓
石
に
は
、「
中
村
九
郎
平
清
旭
」「
元
治
元
子
七

Ｔｏｐｉｃｓ

東 光 寺 境 内 の 中 村 九 郎 墓

仁木町での交流の様子

　萩市立相島小学校の５・６年生８名が、８月 16
日から 19 日の日程で北海道余市郡仁木町の大江小
学校を訪問し、交流学習を体験しました。
　８名のチビッ子大使は、藤田仁木町長や水野仁木
町教育委員会教育長などが出迎える大歓迎を受けた
後、大江小学校の児童とゲームやプレゼント交換な
どをして交流を深めました。また、ジャガイモ畑や
トウモロコシ畑での農業体験もしました。
　相島小学校と大江小学校は３年前から交流を続け
ており、これまで大江小学校が相島小学校を訪問し

北の大地で大歓迎「小さな島の大きい体験」
〜相島小学校と大江小学校の交流

ていましたが、今回初め
て仁木町を訪れました。
　萩市と仁木町とは深い
関係にあります。北海道
開拓期には、長州藩の萩
からも多くの人が入植し
ています。先祖に長州藩
士を持つ方も多く、平成
７年９月には仁木町山口
県人会も発足しています。
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